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本市では、埋蔵文化財行政の拠点施設として、平成 5年に埋蔵文化財センターを設置

して以来、各種講座やイベントの実施、また発掘調査報告書や年報の刊行など、教育普

及事業に力を入れてまいりました。今後も、市民の方に埋蔵文化財の重要性を理解して

いただくための重要施策として、よリー層の取り組みを進めていく所存です。

今回ここに報告いたしますのは、林道浅原線建設に伴い昭和 60年度に実施した朝原

寺跡発掘調査と、臨港消防署建設に伴い平成 6年度に実施した溝落遺跡の発掘調査の成

果をまとめたものです。

朝原寺跡の発掘調査につきましては、諸般の都合によりその報告が大幅に遅れており

ましたが、この度ようやく刊行することとなりました。小規模な調査であったため、遺

跡の全容を解明するには至りませんでしたが、古代から中世にかけての土器が比較的ま

とまって出土しており、山岳寺院跡ではまだ類例が少ない時期のものとして注目されま

す。

溝落遺跡は縄文時代を主とする遺跡で、発掘調査では遺構は確認されませんでしたが、

二次堆積層である遺物包含層からは大量の縄文土器のほか、多数の石器類が出土しまし

た。なかでも、大型のサヌカイト製板状剥片や地元産の石材を使用した石器などは、石

材流通を考えるうえで興味深い資料と言えます。

本書が、本市における埋蔵文化財の保護保存に活用されますとともに、調査研究の資

料として、また市民の方々が郷土の歴史を理解する一助となりましたら幸甚に存じます。

最後になりましたが、発掘調査ならびに報告書の作成にあたりまして、ご指導ご協力

を賜りました関係各位に姑し厚くお礼申し上げます。

平成 25年 3月 31日

倉敷市教育委員会

教育長 吉田雄平



例

1.本書は、 昭和60年度に実施した朝原寺跡、ならびに平成18年度に実施した溝落遺跡の発掘調査

報告書である。

2.各遺跡の調査内容は以下のとおりである。

【朝原寺跡】

◎所在地 倉敷市浅原字宮ノ下1598番地外4筆  ◎調査期間 昭和61年 1月 9日 ～2月 12日

◎担当者 倉敷市教育委員会文化課学芸員 福本 明 同学芸員 鍵谷守秀

【溝落遺跡】

◎所在地 倉敷市児島塩生字金浜大開2946番 3外 ◎調査期間 平成18年 7月 6日 ～8月 31日

◎担当者 倉敷埋蔵文化財センター館長 福本 明 同主任 小野雅明 同学芸員 藤原好二
(職名等はいずれも調査当時)

3.本書の執筆は、第1章および第3章の石器に関する部分を藤原、第2章を鍵谷、第3章を月ヽ野が担

当し、全体の編集は藤原が行った。

4.発掘調査における遺構の写真撮影は各担当者が行い、遺物の写真撮影は藤原が行った。

5.出土遺物の整理及び報告書作成は倉敷埋蔵文化財センターで行い、整理にあたつては倉敷埋蔵文

化財センター嘱託員 内田智美、杉浦美保、那須玲子の協力を得た。

6.本書の挿図に使用した高度値は海抜高であり、方位はいずれも磁北である。

7.本書第 2・ 3図に使用した地形図は、国土地理院発行の1/25,000地形図を複製、加筆したものである。

8.発掘調査で出上した遺物及び実測図・写真等はすべて倉敷埋蔵文化財センターで保管している。
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第 1章 遺跡の位置と環境

第 1節 朝原寺跡

朝原寺跡は、倉敷市浅原にある安養寺周辺に所在す

る中世寺院跡である。

浅原地区は倉敷市内でも最も北部にあたる地区であ

る。倉敷駅からは距離にして約 3kmほ ど、市街地を北

東に抜けて市内西岡のあたりから北へ谷筋を入ると浅

原地区になる。谷筋はほぼ南北にはしっており、北に

は標高302mの福山がそびえ、西側に標高244mの軽

部山も控えている。谷の中を南流する小河川は浅原川

と呼ばれ、中世頃までは西岡周辺で海に注いでいたと

考えられている。また、安養寺の西側の急な谷筋をさ

らに北へ向い浅原峠を越えると、現在の総社市清音三

因に抜けることもできる。倉敷から総社方面に抜ける 第 1図 遺跡の位置
卜が一般的であるが、谷幅・急峻ルートとしては現在でも、福山の東側にあたる水別峠を越えるルー

さなどから過去においてもそれは同様であったであろう。

周辺の歴史的環境についてみると、主要な遺跡は福山山塊南側の丘陵や山裾部に多く、特に西坂及

び生坂地区に分布している。中でも昭和60～ 62年度にかけて山陽自動車道倉敷インターチェンジの

建設に伴って発掘調査が行われた菅生小学校裏山遺跡伯)は、旧石器時代から古代にかけての各時代の

遺物 。遺構が確認されており、この地域で最も重要な遺跡の一つである。これらの遺跡から見ると朝

原寺跡はやや奥まった地に所在していると言える。

旧石器時代には瀬戸内海がまだ形成されておらず、市域を南北に貫流した高梁川は水島灘付近で西

に流れを変えていたと考えられている。市内には鷲羽山遺跡(2).王子が岳南麓遺跡 (3)な ど著名な遺跡

が存在するが、その多くは児島南岸に集中しており、市北部の遺跡では、丘陵上で数点のナイフ形石

器が採集されているにすぎない。福山山塊の南側では菅生小学校裏山遺跡でナイフ形石器4点が出土

している。その他にも菅生月ヽ学校裏山山頂遺跡 (4＼ 明見谷池西遺跡などからサヌカイト剥片等が採集

されているが、時期などについては不明な点が多い。

縄文海進によつて瀬戸内海が形成されると、現在の倉敷市街地はもちろん福山山塊の南側まで海が

入ってくる。遠浅の海が広がっていたと考えられる市域には、福田貝塚、磯の森貝塚、船元貝塚、羽

島貝塚、中津貝塚など、著名な貝塚が数多く形成された(Sち 浅原川の河口付近にあたる西岡地区にも、

西岡貝塚が所在している。縄文中期を中心とした貝塚で、石棒も出上したとされている。この付近は

西岡の行願院のある丘陵と菅生小学校の裏山に挟まれて極く小規模な内湾状の地形となっている。貝

塚は湾の入口に西側から突出する砂洲上に立地しているようである。また、菅生小学校裏山遺跡から

第 1章 遺跡の位置と環境



第 1章 遺跡の位置と環境

は晩期の土器および木の実貯蔵穴と考えられる土墳群が検出されている。

弥生時代になると、高梁川や足守川の河口に沖積地が形成され、上東遺跡
(6)ゃ酒津遺跡(7)な どの大

規模な集落遺跡が出現するようになる。浅原川のある谷筋に弥生時代の遺跡は確認されていないが、

菅生小学校裏山遺跡からは弥生時代前期の上器が出上している。また、その北西に広がる扇状地には

弥生時代の上器片が表採される原津遺跡が所在しており、比較的大きな集落が存在していたものと考

えられる。

古墳時代においても引き続き市域の大部分は海であり、そうしたなか、西坂・生坂のあたりは小さ

1朝原寺跡
6祐安古墳群
10西岡 4号墳
15明見谷池東古墳群
19菅生小学校裏山遺跡
24原津古墳群
29福山城跡

2安養寺裏山経塚群 3酒津遺跡 4酒津城跡
7西岡 1号墳 8西岡 2号墳   9行 願院裏山古墳
11西岡 5号墳    12西 岡廃寺
16菅生小学校裏山山頂遺跡
20屋敷ノ内古墳   21原 津遺跡

13西岡貝塚
17下西坂古墳群
22原津西遺跡

5酒津貝塚
(西岡 8号墳 )
14明見谷池西遺跡
18西坂古墳
23笹池東古墳群
28名称未定 (散布地)

33名称未定 (城跡)
25狸岩山古墳群  26名称未定 (散布地)27名称未定 (中世墓)
30万貫古墳群   31堂 屋敷古墳群  32喘古墳群

第 2図 周辺の遺跡 1(S=1/25,000)



第 1章 遺跡の位置と環境

な湾を形作っていたと考えられている。ここには「原津」と言った地名もあり、古代に至るまで、自

然の良港として利用されていたと推定されている。こうした立地を踏まえ、周辺には特色のある遺跡・

古墳が確認されている。水別峠の西側にある標高 191mの狸岩山山頂には、積石塚を含む狸岩山古墳

群 (3)が形成されている。積石塚は1号墳から3号墳までの3基が確認でき、1号墳と3号墳は竪穴式石

室を有 している。特に3号墳は標高 191mの山頂に位置し、南側の海岸部から水別峠、さらに北の総

社平野を一望できる。出土遺物が確認できておらず、明確な時期は不明であるが他地域の積石塚と同

様に古墳時代前期に属すると推定されるとともに、その立地が吉備中枢と海上交通路をつなぐものと

して注目されている(9)。

海上交通路との係わりでさらに注目されるのは菅生小学校裏山遺跡である。朝鮮系の陶質土器・軟

質土器が出上しており、古墳時代中期にはここを港として、大陸からの文物が吉備中枢へ運び込まれ

ていたと考えられる。やや西の西岡の丘陵上には全長75m以上、市内最大規模の前方後円墳である

行願院裏山古墳 (西岡3号墳 )(10)も 築かれている。西坂・生坂の港に向かう船を見おろすことができ

る立地である。周囲には他にも埴輪を持つ古墳が存在し、西岡古墳群を形成している。

後期古墳としては、原津古墳群や狸岩山古墳群などの群集墳が形成される。原津古墳群は10基か

らなる群集墳であったが、宅地造成によって2基を残して消滅している。また、倉敷インターチェン

ジの北方山腹に位置する笹池東 1号墳 (")は、一辺 12m程の方墳で、全長4.5mの横穴式石室を持って

いる。部分的に切石を用い、その隙間に漆喰が残る石室は終末期古墳として重要である。

平安時代に編纂された F和名類衆抄』によると、祐安・西岡・浅原は窪屋郡美和郷、生坂と西坂は

窪屋郡阿智郷に比定される。現在の水田地帯は古代においても、「阿智潟」と呼ばれる浅瀬が広がる

海であったと考えられている。菅生小学校裏山遺跡で検出された建物跡や遺物から、奈良時代から鎌

倉初期にかけてもこの遺跡が地域の中心的な存在の一つであったことが推定されている。奈良時代の

遺物には、硯や文字の刻まれた須恵器が含まれ、港に関係する公的施設の存在がうかがえる。平安時

代では、緑釉陶器や丹塗り土器、銅印などが出土し、有力寺社や貴族の荘園との関連が想定されている。

平安時代には山上仏教が盛んとなり、朝原寺をはじめ、福山寺や西岡廃寺等の寺院が営まれるよう

になる。朝原寺跡では1980年 にも一部発掘調査が行われ、礎石建物や石積基壇が検出されている (12)。

また、出土した軒先瓦には平安京で出土するものと同文のものがあり、中央との密接な関係もうかが

える。

また、安養寺裏山経塚群 (13)か ら出土した瓦経には「応徳三年 (1086)」「安養寺」という銘が刻まれ

ており、この時期に安養寺が存在していたことがわかる。安養寺は朝原寺として存在した多数の僧坊

のなかの一有力寺院でなかったかと推定されており、 朝原寺が破却された後の享保二年 (1717)に こ
の地に移転してきている。

これらの山岳寺院はその後の南北朝の戦乱、応仁の乱などによってほとんどが廃絶の道をたどる。

建武三年 (1336)、 城郭に改造されていた福山寺 (福山城 )は、九州から東上する足利軍によって攻め

落とされる。このときの福山合戦で朝原寺も毘沙門堂一宇を残して焼失してしまったとされる。その

後も朝原寺は存続するが、寛文七年 (1667)に池田光政の寺社整理によって破却されてしまうのであ

る(14)。
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第 2節 溝落遺跡

溝落遺跡は児島塩生字金浜大開2959-2外に所在している。平成12年度に実施した分布調査によつ

て、畑地にサヌカイトの剥片や須恵器片が散布することが確認され、新たに遺跡として認識されたも

のである。

遺跡の所在する児島は縄文時代から近世初期までは島として独立しており、特にその西岸部は海に

迫る山と小規模な入江が連続し、農耕に適した平地は限られている。児島西岸のやや南よりに所在す

る溝落遺跡の立地も例外ではなく、東側に標高223mの大山が控える海沿いの狭小な扇状地形あるい

は海岸段丘上に位置している。現在は遺跡の西側の海面は埋め立てられて、工業地帯となっている。

1溝落遺跡
6宇頭間古墳
11高島北の鼻古墳
16高島南遺跡
21人反墓群

2金浜遺跡
7金浜上遺跡
12高島北の鼻遺跡
17高島東遺跡
22神水城跡

第 3図

3溝落谷古墳群  4金 浜新池古墳群
8天神山古墳   9本 太城跡
13高島西遺跡  14高島エビス鼻 l号墳
18塩生遺跡   19馬 乗場古墳群
23弐歩ノ奥遺跡  24堂の谷廃寺

周辺の遺跡 2(S=1/25,000)

5金浜古墳
10宇野津遺跡
15高島エビス鼻遺跡
20ド ンド遺跡
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児島の海に突き出た岬の上や丘陵上には旧石器時代の遺跡が多く確認されているが、この地域も例

外ではない。金浜上遺跡や高島の尾根上の遺跡からはナイフ形石器などが採集されている●5)。 瀬戸内

海のまだ形成されていないこの時代、丘陵上から眼下に広がる草原を見下ろし、狩りを行っていた人々

の残したものであろう。

縄文時代になると、瀬戸内海の形成とともに児島北岸部に船元貝琢、磯の森貝塚、彦崎貝塚など多

くの貝塚が出現する。児島西岸部ではやや北寄りに福田貝琢が形成されるが、南部には貝塚は確認で

きない。山間部から多量の上砂を通んでくる高梁川などの河川から遠く、遠浅の海岸が形成されなかっ

たからであろう。ただ、広江・浜遺跡(0や本書で述べる溝落遺跡などでは特に縄文後期の遺物が多く

出上しておリー定の居住人口があったことは間違いない。

児島西岸部には開けた地形が少ないためもあってか、弥生時代前期の遺跡は多くない。広江・浜遺

跡や塩生遺跡で前期の上器が少量出土しているだけである。これらの遺跡は砂洲上に立地しており、

その後背地にあたる湿地においていち早く小規模な水田経営が行われたものと推定されている。続く

弥生時代中期には、特に児島の内陸部に多くの遺跡が認められるようになる。高梁川や足守川のよう

な沖積平野を形成する河川のない児鳥では、内陸部の谷間に営まれた水田が集落の基盤となったと考

えられる。第3図からは外れるが郷内地区の前山遺跡 (17)ゃ味野地区の仁伍遺跡 (18)な どはそうした集

落遺跡であろう。また、児島は青銅製品の出上で注目されている。種松山出上の銅鐸や由加山から発

見された5本の銅剣である。広江・浜遺跡でも銅剣の破片や銅鏃が出土している。これら青銅器の集

中については、児島が瀬戸内海の海上交通の要所であったことに起因すると考えられている。

弥生時代末期の児島では郷内地区の向木見遺跡●9な ど特殊器台を伴う墳墓が見られるが、続く古墳

時代前期の有力な古墳は知られていない。岬の先端や島嶼部に見られる箱式石棺が前期に属するので

はないかと推定されている。高島北の鼻古墳もそうした箱式石棺の一例である。溝落遺跡のゴL西の海

上にある高島の北に延びる岬の突端に所在する長さ1.8m程の箱式石棺であるが、遺物などは不明で

ある。宇頭間の天神山古墳は径 10m程の円墳で、埋葬施設は不明であるが、児島では数少ない埴輪

を伴う古墳である。これまでは中期の古墳とされていたが、埴輪を検討した結果、後期古墳の可能性

が高くなった。横穴式石室導入直前の古墳かもしれない。

溝落遺跡の北の尾根上に存在した金浜古墳伽)は土砂採取によって消滅してしまったが、市内でも古

い時期の横穴式石室であった。玄室が幅広で、比較的小ぶりの石材を持ち送りに積むという特徴をもっ

た石室である。児島西岸には他にも高島エビス鼻1号墳 。広江南 1号墳・古城池南古墳 (鰤 )な ど古式の

横穴式石室墳があり、やや古い特徴を持った横穴式石室が集中している地域と言える。

続いて溝落古墳群や湾戸古墳群 1221、 古城池古墳群など臨海性の群集墳も形成されていく。こうした

古墳が築かれた背景には、児島西岸に発達した砂洲上で営まれた製塩があったと考えられる。古墳

の限前に位置する海辺には湾戸遺跡や塩生遺跡像3)、 金浜遺跡などの製塩土器を出土する遺跡がある。

塩生遺跡では多量の製塩土器が厚さ30～ 40cmに堆積した状態で検出されており、その繁栄ぶりが偲

Iゞ″生る。

また、文字資料からは児島一帯の製塩業が古代から中世にかけても盛んであったことがわかる。平

城京から出上した木簡には、児島郡賀茂郷。三家郷・小豆郡から塩が貢納されたことが示されている。
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広江・浜遺跡などから出土する器壁の薄い小形の製塩土器は古代のものと考えられており、都に通ば

れた塩を生産していたものかもしれない。また、塩生遺跡では内側に粘土を張った土墳や炉跡が検出

されており、共伴した土器などから鎌倉時代末頃に営まれた製塩関連の遺構と推定されている。

戦国時代の児島は瀬戸内の要衝に位置することから、常に周辺勢力の争奪の的となっていた。本太

城跡はその児島西岸から西に向かって突出する岬上に築かれた城である
(24)。 倉敷市内の中世城郭では

最も頻繁に古文献に登場する城の一つでもある。それらによると、毛利氏による児島支配の足がかり

として重視されていたことがわかる。児島西岸における海上交通路を押さえた城であろう。

言主

(1)中野雅美ほか『山陽自動車道建設に伴う発掘調査 5』 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告81 岡山県教育委員会

1993

(2)鎌木義昌「岡山県鷲羽山遺跡調査略報」 F石器時代 3』 石器時代文化研究会 1956

(3)藤原好二ほか F王子が岳南麓遺跡』倉敷市埋蔵文化財発掘調査報告第 3集 倉敷市教育委員会 1995
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F上東遺跡』岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 158岡 山県教育委員会 2001
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(8)物部茂樹「岡山県狸岩山古墳群中の積石塚」『田中義昭先生退官記念文集地域に根ざして』
田中義昭先生退官記念事業会 1999
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(10)藤原好二「行願院裏山古墳測量調査報告」『倉敷埋蔵文化財センター年報 4』 倉敷埋蔵文化財センター 1997

(11)福本明 。白石純「漆喰を使用した横穴式石室の一例」『環瀬戸内の考古学一平井勝氏追悼論文集』

古代吉備研究会 2002

福本明「倉敷市西坂笹池東一号墳の再検討」『倉敷の歴史第 13号』倉敷市 2003
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(13)石田茂作ほか『安養寺瓦経の研究』安養寺瓦経の研究刊行委員会 1963

(14)岡 山県立博物館編 F朝原山安養寺』安養寺 1986

(15)註 (7)に同じ

(16)間壁忠彦ほか「広江・浜遺跡」『倉敷考古館研究集報第 14号』 (財)倉敷考古館 1979

(17)鎌木義昌「岡山県郷内村前山の弥生式遺跡」 F吉備考古 80』 吉備考古学会 1950

(18)山本慶一「倉敷市仁伍遺跡」『倉敷考古館研究集報第 8号』 (財)倉敷考古館 1973

(19)高橋護「児島市向木見遺跡発見の二、三の遺物」F考古学手帳 12J1960

(20)間壁忠彦ほか「金浜古墳」『倉敷考古館研究集報第 14号』 (財)倉敷考古館 1979

(21)鍵谷守秀ほか『古城池南古墳』倉敷市埋蔵文化財発掘調査報告第 9集 倉敷埋蔵文化財センター 2000

(22)片 岡弘至ほか『湾戸 7号墳』倉敷市埋蔵文化財発掘調査報告第 7集 倉敷埋蔵文化財センター 1998

(23)小野雅明「塩生遺跡発掘調査報告」 F倉敷埋蔵文化財センター年報 1』 倉敷埋蔵文化財センター 1994

(24)『岡山県文化財総合調査報告 (倉敷市)』 岡山県文化財保護協会 1989

参考文献

『新修倉敷市史 第一巻 考古』倉敷市 1996

『新修倉敷市史 第二巻 古代・中世』倉敷市 1999
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第 2章 朝原寺跡

第 1節 調査に至る経緯 と経過

1 調査に至る経緯

昭和60年 ■月、農林水産部農政課より、

朝原寺跡の範囲内において林道浅原線の建

設計画があり、これに係る遺跡の取り扱い

についての照会があった。朝原寺跡は、倉

敷市浅原にある安養寺の境内を中心とする、

平安～中世にかけての山岳寺院跡として知

られ、昭和55年 に実施した庫裏改築工事に

伴う発掘調査では、小規模な面積にもかか

わらず、軒瓦を含む大量の瓦や古代から中

世にかけての遺物が出上している(1)。 計画さ

れた浅原線は、安養寺南側の平坦地から北

東方向へ向かって山谷を蛇行しながら進む

幅約5mの林道で、その最初の部分である約

150mの区間が遺跡の範囲に入っていた。こ

うした状況を踏まえ、まず当該区域内にお

ける遺跡の存在状況を明らかにするため、トレンチによる確認調査を実施したところ、現在つ嵌田となっ

ている平坦地を中心に、主として中世の遺構が残っていることが判明した。この結果を受けて農政課

と保存のための協議を行ったが、林道建設に対する地元住民の要望が強いことや地形の関係から計画

の変更は困難であることなどから、やむを得ず遺構が残存する部分について全面発掘調査を行い、記

録保存を行うこととなった。

2 調査の経過と概要
昭和60年■月29日 から12月 4日 にかけて、 トレンチによる事前の確認調査を行った。 トレンチの

規模は2m× 2mと し、遺跡の範囲にかかる路線予定区域内の平坦地を中心に8カ 所設定した。調査

の結果、 トレンチ2・ 3及び6か らは、平安～中世にかけての遺物とともに柱穴、溝、土坑等の遺構が

検出された。一方、他のトレンチからは遺構が検出されず、大量の瓦片や中世土器などの遺物が出土

したものの、それらは主として耕作土及び流土中に含まれるもので、調査区上方の平坦地となってい

る部分からの流れ込みである可能性が強いと考えられた。こうした確認調査の結果を踏まえ、 トレン

チ2,3が位置する平坦地 (第 1地点)と トレンチ6が位置する平坦地 (第 2地点)の合わせて約210だ

について、全面発掘調査を行うこととなった。

第1地点は林道の起点から北東へ50m程の地点で、調査面積は約130どである。排土置き場の都合

第 4図 林道浅原線位置図 (S〓 1/2,500)
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上南北に三分し、南側をA区、北側をB区 として、昭和 61年 1月 9日 から1月 31日 にかけて発掘調

査を実施した。

A区では、北端でほぼ東西に延びる石列とこれに平行する細い溝が検出された。また、石列西半部

の南側に接して土器溜まりが検出され、炭や灰に混じって多量の土師器椀や小皿などが出上した。石

列の南側のほぼ全面からは90基を越える柱穴が検出され、柱痕が残存するものも多数あったが、建

物としては2× 4間以上のもの 1棟と2× 3間以上のもの1棟が想定できた。

B区はA区 よリー段上がった平坦面で、山寄りの北側部分では、耕作上下は地山が削平され岩盤と

なっていた。遺構としては、調査区南半を中心として柱穴群と土坑群が検出された。確認された柱穴

は70基を越えるが、建物としてのまとまりをもつものは認められなかった。また、土坑は調査区の

南端で5基が検出されたが、その内2基には人頭大の角礫が数個入っていた。遺物としては土師器を

中心に瓦片や須恵器等が出土したが、A区に比べその数は概 して少なかった。

第2地点は第 1地点の北約50m、 素轟鳴神社の下方にあたり、調査区の面積は約 80だである。第 1

地点と同様、排土置き場の関係から調査区を南北に三分し、南側を C区、北側をD区 として、昭和

61年 1月 31か ら2月 12日 にかけて調査を実施した。

C区では、山寄りの西半部は表土下約 20cmで岩盤が露出し、東に向かって急激に落ち込んだ後、徐々

に低 くなっていた。東半部の岩盤直上の包含層からは、内面黒色土器椀を含む土師器が多数出土した。

この包含層上には厚さ約 40cmの茶褐色系の上が堆積しており、この上層をベースに中世の溝や土坑

が確認されたが、その数は少なかった。

D区においても、岩盤は東に向かって落ち込んでおり、この岩盤直上の包含層から中世の遺物が出

土した。C区同様、この包含層上には茶褐色系の上が認められ、この面から溝や土坑、柱穴などが検

出された。

第 5図  トレンチ・調査区位置図 (S=1/1,500)



調査日誌抄

昭琴日60年 11月 29日

11月 30日

12月 2日

12月 4日

昭和61年  1月 9日

1月 10日

1月 14日

1月 24日

確認調査開始。

トレンチ1,4・ 5終了。

トレンチ2・ 3終了。

トレンチ6～ 8終了。

全面調査開始。A区表土剥ぎ①

溝・石列・土器,留 まり検出。

柱穴群検出、掘下げ開始。

△区全体写真。西壁断面実測。

B区調査開始。

柱穴群、土坑群掘下げ開始。

第 2章 朝原寺跡

1月 30日 B区全体写真。土坑内遺物取 り上げ。
1月 31日 東壁断面実測。 C区調査開始。
2月 4日 遺構検出、掘下げ開始。

2月 6日 包含層掘下げ開始。

2月 8日 C区全体写真。南壁 。東壁断面実測。D
区調査開始。

2月 10日 遺構検出、掘下げ開始。

2月 11日 南壁断面実測。遺構平板測量。

2月 12日 D区全体写真。機材搬出。
1月 27日

第 2節 第 1地点の調査

l A区の概要
貪区は第 1地点の南半部で、ほぼ三角形状の調査区であったが、遺構の検出状況によリー部を西側

に拡張している。現況は、北から南にかけて緩やかに傾斜する桃畑となっている。

調査区の層序は、北端部では耕作上の直下で地山となっているが、一段低い中央部では地山上に厚

さ30cm程度の遺物包含層がみられ、古代後期～中世にかけての遺物が多 く含まれていた。調査区の

南端部では南に向けて地山が急激に落ち込んでおり、その最深部付近からは奈良時代末頃の遺物が出

土している。検出された遺構としては、石列、溝、土器溜まり、掘立柱建物、柱穴群などがあるが、

そのほとんどが地山面から検出されたものである。

2 A区 の遺構と遺物

(1)石列と清

調査区の北端で、ほぼ東西方向に長さ10mに わたって延びる石列を検出した。石材の大きさには

ややばらつきがあるものの、同様の花商岩の角礫を用い平らな面が上に向くように設置されていた。

『一Ａ
1耕作土
2暗青灰褐色土 (攪乱坑 )
3暗青灰色土  ( ク )
4責灰色土
5淡黄灰色土
6暗黄茶色土 (溝埋土)
7黄茶色土  ( ″ )

8暗黄灰色土
9淡茶褐色粘質土
10暗茶掲色粘質土
11暗茶色粘質土
12暗黄灰色土
13暗責灰色粘質土
14黄灰色粘質土

BI

0            2m

第 6図 A区西壁断面図 (S=1/60)
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第 7図 A区遺構全体図 (S=1/100)

石列西半部の残存状況は良好で、一直線状にきれいに並んでいるが、東半部では石材が一部消失して

いたり、ラインに少し乱れが認められる。また、石列西半部のほぼ中央あたりから、同様の石材 5イ回

が直角になるように南北方向に並べられていた。遺構図をよく観察すると、この直角の石列から西ヘ

約2mの地点と東へ4m及び6mの地点にも単体ではあるが石材が存在し、また、東へ2mの地点では、

東西石列の南に接してラインを少し乱すように石材 1イ固が認められることから、約2m間隔で南北方

向の石列が取 り付いていた可能性も考えられる。

東西石列の北狽1に接 して、平行に延びる幅約 50cmの溝を検出した。溝は一段高い北側から掘 り込

んでいるため、北側からの深さは約40cmと 深いが、石列のあ

ず埓 締探 鼻財 毬:羅称 運彊 て
地点で南側の掘り方は消滅している。溝中からは、わずかでは        2

あるが中世の小皿 (1。 2)や土鍋片 (3)等の土器が出土している。     性十一十~~JOCm

第 8図 溝出土土器 (S=1/4)

735m
C 1暗黄灰色土

2黄灰色混礫土 (溝埋土 )
3暗責灰色混礫土 (ク )

4暗黄灰色土
5責灰色混地山土
6炭灰層

(S=1/30)

7責灰色混地山土
8黄灰色混え灰土
9責灰色土
10暗黄灰色土
11暗責灰色土
(柱穴埋土 )

0               1m

つ
―
■番W革 ″

o澤 冨 )

靱

Iθ

第 9図 石列・溝断面図
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(2)土器溜 まり

東西に延びる石列西半部の南側に接して、東西約 4.5m、 南北約 0,9mの範囲で遺物の集中が確認さ

れた。この上器1留まりの東端と、残存状態のよい石列の東端がほぼ同じ位置であることから、本来は

さらに東へ延びていた可能性もある。土器溜まりは炭や灰を多く含む土 (第 9図第6層～第8層 )に混

じって検出されたが、この炭灰層は土器溜まりの西半では南に少し膨らむように広がっていた。出土

した遺物の中には2次焼成を受けたものも認められたが、土器溜まりと接する石列の石材や周囲の土

に火を受けた痕跡がないことから、他の場所で焼けたものをこの場所に廃棄した可能性が高い。

出土した遺物としては、土師器の椀・杯・皿のほか瓦や須恵器などがあり、整理用コンテナで6箱

程度である。

4～ 18は高台付の椀で、19～ 25についても底部は不明であるが、その形態的特徴から輪高台を持

つ椀になると思われる。概して器表面が荒れたものが多く、細かな調整が確認できない個体も少なく

ない。口縁部の直径が復元できたもののうち、15cm以上のものが 2イ団体で、残りは14cm台が 8イ固然、

13cm台が 8イ団体、13cm未満のものが2個体と、13～ 14cm台のものが多い。また、器高のわかる15個

体のうち、その高さが5cmを越えるものが2イ団体、4cm台のもの10個体、3cm台のもの3イ回体と、4cm

台のものが多い。口径については完形に接合できた個体がなく、残存率が1/4以上のものも多くはな

いため、復元数値にやや正確性を欠く面もあるが、全体的なプロポーションとしては口径に比して器

高が低く、浅い感じを呈するものが多いようである。

椀の形態としては、緩やかなカーブをもって内湾するものがほとんどであるが、8の ようにほぼ直

線的にひらき、皿に似た形態のものもある。口縁端部はどれも丸く収めるが、6。 24では九く肥厚さ

せた端部を折り曲げるように外反させて、玉縁状としている。5。 11。 13に は、内面に赤褐色を呈す

る重ね焼きの痕跡が認められる。

26～ 61は高台付椀の体部と底部である。高台径としては、最大のもの (33・ 58)が 6.9cm、 最小の

もの(36)が 5.3cmである。全体的には高台径が5.5～ 5,9cmの ものが21固体あり、全体の約 1/3を 占める。

高台の形状は逆三角形状のものが多いが、逆台形を呈するもの (36～ 40,49)や、同じ逆三角形
でも端部を外反させ、しっかり踏んばるタイプ (28。 41)な どがある。

絆
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．
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0         1m

第10図 土器溜まり検出状況 (S=1/30)
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62～ 1221ま小皿である。椀と同様器表面が荒れてもろくなったものもみられるが、完形で残存状

態が良いものも10個体以上ある。色調は白色系を呈するものが多いが、責橙色系のものも1/3程度あ

る。焼けひずみ等による変形が認められるものも少なくないため、口径や器高の比較はやや正確さを

欠くと思われるが、おおむね、口径としては7.5～ 7.7cm、 器高としては1.2～ 1.4cm程度の値を示すも

のが多いようである。

器形としては、底部から比較的シャープな屈曲をもって外反し口縁に至るもの (70～ 85)、 底部か

らやや丸みを帯びた屈曲をもって立ち上がり、口縁部が外反するもの (86～ 96)、 口縁部がほぼ直線

的に延びるもの (97～ ¬¬9)、 口縁部が内湾気味に立ち上がるもの (120～ 122)な どがある。また、

62～ 691よ、円盤高台状に肥厚させた底部を有している。第 12図 に拓本を掲載した以外にも、底部に

ヘラ切り痕が認められるものは多く、その数は掲載土器の半数近くのぼるが、糸切 り痕を残す個体は

確認できなかった。

123～ 1291ま杯である。いずれも器表面の摩滅が激 しく、細かな調整については不明であるが、
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126。 127に ついては底部にヘラ切 りの痕跡がわずかに認められる。色調は灰白色系の明るいものが

多いが、呵23は 2次焼成により褐灰色を呈している。器形は、底部から緩やかに外反しながら立ち上

がるものが多いが、ほぼ直線的に立ち上がるもの (124)も ある。口径 15。 3cm、 器高3.4cmを 測る123

を除けば、他は口径 12.3～ 13.6cm、 器高 2.7～ 3.Ocmの範囲内に収まる。

130～ 132は小型の皿である。底径に比して器高が高い点で、いわゆる土師質小皿とは異なる。杯

と同様、器壁の摩減が著しく調整については不明であるが、131。 132の底部にはヘラ切 りの痕跡が

認められる。

133～ 136は高台付皿である。133は直線状にひらく体部を有する小型の皿で、高台部を欠いている。

内外面に丁寧なナデを施し、焼成は良好でにぶい責橙色を呈する。134は、口縁部が大きく外反する

皿にほぼ垂直方向に延びる高台が付 く。胎土には l mm程度の砂粒を多く含み、焼成はやや不良である。

135は体部上半を欠くが、わずかに屈曲して浅く開く皿になると思われ、似たタイプのものがC区の

包含層より出上している。136イよ大高台を有する大型の皿の底部と思われる。にぶい黄橙色を呈し、

焼成は良好である。

137・ 138は脚台である。1371よ、垂直に立ち上がる胴部から「 く」の字状に強く折れ曲がり、直線

的に大きく広がる口縁部を持つ。摩滅のため調整は不明瞭であるが、底部はヘラ切 り後ナデにより仕

上げているようである。138も ほぼ垂直に立ち上がる胴部を有するが、口縁部はわずかに折り返した
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だけである。内面下半部には、ヘラ状工具により強く掻き取つた痕が明瞭に残っている。底部外面中

央にヘラ起しの跡が認められる。

139～ 142は底部のみの破片であるが、底外面には138と 同様のヘラ起しの痕跡が確認でき、形状

としては138の器高を少し低 くしたタイプになると思われる。

143・ 144は須恵器のこね鉢と壷である。144は細 く短い顎をもつ壷で、肩部より上の胴部上半には、

布状のものを用いて指先もしくは細いヘラ状の工具により強く押しなでた痕が何重にもみられる。全

体的に器表面に細かな凹凸が日立ち、また、肩から頸にかけて残るナデの幅が一定でないことから、

低速な回転台を使用し、粘土紐の巻上げにより成形されたものと考えられる。

Mlは刀子である。刃部と茎部の両先端を欠くが、残存長約 23cmの大型のものである。断面が長三

角形を呈する刃部の最大幅は復元値で約 2.6cmで、断面が長方形の茎部には木質が残存している。

145～ 1501よ瓦で、軒先瓦は出土していない。145は丸瓦で、凹面には布目痕が残 り凸面は縦方向

のナデにより仕上げる。146～ 1501よ平瓦で、凹面に布目痕、凸面に縄目を残すものが多いが、146

の凸面には無文の叩き目がみられる。

土器溜まりから出土した土器は、その形態的特徴からおおむね 2時期に分けることができる。すな

わち、第13図 に掲載した一群についてはll世紀初め頃、第 11図及び第12図の一群については若千の

幅がみとめられるものの、12世紀末を中心とする時期と思われる。

(3)柱穴と掘立桂建物

柱穴は、東西に延びる石列の南側で大小合わせて90基あまりが検出されている。これらはす
べて

地山もしくは地山直上層の面で確認されており、調査区の特定のエリアに集中することはないが、東

半にやや多いようである。柱痕が確認できたものは全体の約 1/4程度あり上器等も出土したが、細片

が多く図示できるものは少なかつた。

検出された柱穴のうち、建物としてのまとまりが認められたものが2棟あつた。

掘立柱建物 lは、現状で東西3間南北2間の総柱建物であるが、調査区外の東及び南方向
へさらに

拡大する可能性がある。柱穴には柱通りやや悪いものもあるが、柱痕を持っているものも多く建物に

伴うものとした。出土遺物としては中世の小皿が2点ある。152は器表面の摩減が著しいが、完形品

で底部にヘラ切り痕が認められる。

掘立柱建物2は、建物 1と ほぼ重なり合う位置で検出した。現状で東西2間南北3間の総柱建物であ

るが、建物 1と 同様、南方向に調査区タトヘさらに拡大する可能性がある。柱痕を伴う柱穴は1基のみで、

深さも総じて浅い。時期のわかる出土遺物はないが、建物2の柱穴はすべて地山面からの検出である

のに対し、建物 1の柱穴には地山直上層から検出されたものがいくつかあることから、建物 1に先行

するものと考えられる。また、建物 1と 建物 2の柱の方向が

ほぼ一致していることから、建物 2か らそれほど時期を空け

ることなく建物 1が建てられたものと思われる。

なお、先に記 した石列の東西ラインもこれら建物の東西

ラインにほぼ平行しており、この石列は建物に伴う可能性が

ヤ   

ー帥∞
虔

強いが、南北に延びる石列の先端が建物2の 内部にまで入っ 第15図 建物 1出土遺物 (S=1/4)

Iδ
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1淡黒責灰色土
2暗黄灰色土
3暗黄灰色混炭土
4黄灰色混炭土
5黄灰色土

0             2m

第16図 掘立柱建物 1・ 2(S〓 1/60)
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第 2章 朝原寺跡

てきているものの建物lに までは及んでいないことから、石列自体は建物lに伴うと考えたい。また、

石列の西半部で確認された土器溜まりも、その範囲は建物2の柱穴上に及んでいるものの建物 1ま で

は及ばず、柱列の北辺付近に沿つて東西に広がっていることを考えれば、建物 1の時期に形成された

可能性が強い。

(4)包含層出土遺物 (第 17図、図版 6。 7)

掲載したのは、153～ 156が調査区南端部の落ち込み (第 6図 13層 )から、157～ 175が調査区平坦

部の遺物包含層 (第 6図 4・ 8層 )か ら出土した土器である。

153・ 154は、須恵器の杯蓋と杯身である。153は口径 15 0cm、 器高 2.5cmを測 り、扁平な柱状のつ

まみが付く。平らな天丼部からゆるく屈曲して口縁部に至り、その先端をわずかに肥厚させている。

焼成はやや不良で灰白色を呈し、器表面の磨減が目立つ。154は 、口径 18.Ocm、 底径 14.Ocm、 器高 5。8

cmを測る。平らな底部から緩やかに屈曲して直線的に立ち上がり、口縁端部はそのまま丸く収めてい

る。焼成はやや不良で灰白色を呈し、器表面の磨減が激しいが、底部外面には回転ヘラ切りの痕跡が

認められる。153と 154は、胎土、焼成、色調および器表面の磨滅具合が酷似 しており、口径はやや

異なるもののセットになると思われる。

155と 156は土師器の杯である。155は、やや丸みを帯びた底部からゆるく屈曲して口縁部に至り、

その先端は丸 く収めている。内タト面に丹塗りを施し、外面の調整は磨減により不明であるが、内面は

154

157

ー
158

ー 159

―
162

―
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ー
164

ヤ
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-l―
166

ー
167
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第17図 包含層出土遺物 (S=1/4)
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丁寧なナデにより仕上げている。口径は 15.6cmを 測る。156は 、やや丸みを持つ底部からゆるく内湾

しながら立ち上がる口縁部を有する。口径は15.Ocmを 測り、焼成はやや不良で、にぶい黄橙色を呈す

る。なお、155と 156の 口縁部はどちらも小片のため、口径については若干前後する可能性がある。

157～ 161は椀である。157は口径 15,Ocmを測る高台付の浅い椀で、器表面の磨減が激 しい。160

の高台は径 6.8cmを測 り、断面は逆台形で丁寧な作 りである。161は高台の付かない椀で、底部外面

をわずかに凹ませている。

162～ 171は小皿で、底部にはヘラ切 りの痕を残すものが多い。171は口縁端部を欠くが、外反す

る低い立ち上がりを持つやや大きめの皿と思われ、底径は9.2cmを 測る。

172～ 175は脚台である。いずれも底部から垂直近くに立ち上がる胴部と外反する口縁部を有する。

内面は、173'174がゆるやかな曲線を示すのに対し、1721よ月同部下半に強いナデを行っており、底

部と体部の境が明瞭である。底部外面は、172がヘラ切 り後ナデ仕上げであるが、173・ 174の中心

部にはヘラ起しの跡が認められる。175は口縁部を欠き器表面の磨減が著しいが、底部タト面に押圧に

よる凹みが認められる。

これら包含層出土遺物の時期については、須恵器の杯蓋と杯身及び土師器の杯が8世紀末頃、その

他の土器は、171に古い要素が認められるものの、おおむね13世紀後半から14世紀初頭頃と思われる。

3 B区の概要
B区は第 1地点の北半、貪区の北狽1に あたり、一段上がった平坦面である。排土をA区 に移動し

て調査を行ったため、A区 とB区の境は正確には一致していない。

調査区の地形は、北から南に向けて緩やかに傾斜しており、最も高い山側では、耕作上の下は岩盤

となっていた。やや地形が低 くなる調査区南半を中心として、地山直上で中世の遺物包含層 (第 18図

8層 )が確認されたが、遺物の密度はそれほど高くなかった。検出された遺構 としては、土坑と柱穴

群があるが、すべて地山面で確認されたものである。

4 B区 の遺構と遺物

(1)土 坑

調査区中央部の南端付近で、5基の土坑を検出した。土坑は、南端の段によリー部破壊を受けてい

たものもあるが、おおむね径 70～ 100cm、 深さ30～ 50cm程度の大きさで、底は平らのものが多かった。

また、土坑 1と 土坑3に は人頭大の角礫が数個入っていた。

耕作土

淡茶褐色土

明黄褐色土

暗黄灰色土

５

６

７

１

２

３

４

明黄灰色±   8淡 黄茶色土
暗黄褐色±   9淡 茶灰色土
暗茶灰色±   10明 責茶色粘質土

第18図  B区東壁断面図 (S=1/60)

0              2m
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第19図 B区遺構全体図 (S=1/100)

土坑2

段により南半部を削平されているが、現状で径約

95 cm、 深さ約45cmを測る。埋土は、炭や灰混じりの

土層と地山である花筒岩バイラン土混じりの層に大別

される。遺物はほぼ全層から出土したが、図化できた

のは7点である。

176～ 178は小皿である。いずれも底部にヘラ切り

痕を残す完形品で、口径は7.5～ 8.Ocm、 器高は1.3～ 1.5

cmである。

179・ 180は皿である。一般的な小皿に比べて外反

する立ち上がりが大きく、器高はどちらも2.4cmを 沢1

る。179は 、底部内面の中心に、ヘラ状工具により丸

く掻き取ることでできた、直径 2cm、 高さ5mm程度の

円盤状の突出がみられる。底部外面には、ヘラ切り後

にナデを施している。180は器表面の摩減が激しいが、

ほぼ179と 同様の作りと思われる。

181は平らな底部から直線的に立ち上がる体部を持

つ杯で、口径は13.6cmを 測る。器壁の摩滅が激しく調

整は明らかではないが、底部はヘラ切りのようである。

182は青磁片で体部上半を欠くが、器形は椀になる

と思われる。内面には花びらと思われる文様の一部が

20

1暗黄灰色混炭灰±  5暗 責灰色土
2暗黄灰色混地山土
3暗黄灰色混炭灰±  0         1m
4暗黄灰色混地山土

第20図 土坑 2断面図 (S=1/30)
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第21図 土坑 2出土遺物 (S=1/4)



確認できる。円柱状の底部を削 り出して、幅 7

mm程度の輪高台としている。

これらの土器の特徴から、土坑 2の時期は13

世紀前半頃と思われる。

土坑3

土坑2の東70cmに 位置し、段により大きく破

壊を受けているが、現状で長さ約 75 cm、 深さ

約 45cmを測る。埋上には炭や灰が多 く含まれ

ているが、遺物はそれほど多くなかった。また、

土坑の底近くで、人頭大の角礫 3個 と河原石 1

個がかたまった状態で出上した。

図化できたのは椀 2点である。183は口径 9.4

cm、 高さ3.2cmを測る小型の椀で、内外面には

2次焼成による黒斑が認められる。小さめの平底から内湾しながら立ち上がり、その先端を丸く収め

ている。184も 無高台の椀で、底部タト面の指頭圧により内面に浅いヘソ状の隆起がみられる。

これらの土器の特徴から、土坑 3の時期は13世紀末～ 14世紀初頭と思われる。

(2)柱 穴

調査区の南東部を中心として、全部で70基 を越える柱穴が検出されたが、柱痕が確認できたもの

は3基のみで、建物としてまとまりを持つものも確認できなかった。埋土に炭や灰が混じるものも多

かったが、土器の出土は概 して少なく、掲載できたのは6点のみである。

185・ 186は柱穴28か ら出上したものである。185は浅い椀で、断面逆三角形のやや開いた高台が

付 く。体部の中ほどには、粘土紐を継ぎ足し口縁部を成形した痕が緩い稜となって巡っている。186

は東播系の須恵器で、欠損のため明らかでないが、片国の鉢になると思われる。口径 24.3cm、 底径 8.6

cm、 器高 8.8 cmを 測る。口縁端部は

大きく上下に肥厚され、幅約 1.8cm

の平坦面を形成している。体部外面

には成形時の凹凸が目立つが、内面

は丁寧なヨコナデにより仕上げてい

る。底外面には糸切 りの痕が残る。

これらの上器は、13世紀末～ 14世

紀初頭に属すると思われる。

187～ 呵90は柱穴53か ら出上した

小皿である。いずれもほぼ平らな底

部から斜め上方へ立ち上がり、その

端部を丸 く収めている。188は、底

部成形時の核となる円盤状粘上の盛

『一Ｆ

第2章 朝原寺跡

1淡黒黄灰色混灰土

下  :羅 憂優名呈
灰土

4淡黒黄灰色混炭土
5黒黄灰色混戊土

0         1m

第22図 土坑 3断面図 (S=1/30)
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くξ三三:::::[::::'''4i4
0            1 0cm

第23図 土坑 3出土遺物 (S=1/4)
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0           1 0cm

第24図 柱穴出土遺物 (S=1/4)

別



第2章 朝原寺跡

り上がりが顕著で、189の底部

には板目痕が残っている。190

の立ち上がりの角度は非常に浅

く、身の深さは5 mm程度である。

これらの出土遺物から、本遺構

の時期は柱穴 2と ほぼ同じと考

えて差 しつかえないと思われ

る。

(3)包含層出土遺物

地山直上層である淡黄茶色土

を遺物包含層としたが、全体的

に遺物の密度は低 く、細片を除けば図化できる遺物は少なかった。出土した土器は、おおむね 13世

紀～ 14世紀初頭に属すると思われる。

191～ 193は皿である。191・ 1921よ小皿で、どちらも口径 7.6cmを測る。191の底外面は、核 とな

る円盤状粘上が少し突出しており、その境が明瞭である。192は一部摩滅により確認できないが、内

外面に丹塗りがされているようである。

194は 無高台の椀で、口径 10.2cmを 測る。器表面の摩滅が激 しく、調整については明らかでない。

底部外面を少し凹ませている。

195は 薄手の平瓦で、色調は灰～灰白色を呈し、焼成はやや不良である。凸面には、一辺約 2.5cm

810m
G

ヤ
191

ー
192

Gi

o             2m

1攪乱坑埋土
2耕作土
3攪乱坑埋土
4暗渠埋土
5暗渠埋土
6暗黄灰褐色土 (床土 )
7暗灰色土
8暗茶灰色土
9暗灰褐色砂質土
10黒褐色土 (包含層上層 )
11茶褐色土 (  ク  )
12灰褐色土 (  ク  )
13淡灰褐色砂質土 (流土 )
14暗茶灰色砂質土
15炭・灰層
16黄灰色土 (包含層下層 )
17炭 ・灰層 (  ク
18灰色粘質土 ( ク
19暗灰色粘質土 ( ク

195

/  帥

194

第25図 包含層出土遺物 (S=1/4)
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第26図  C区南壁・東壁断面図 (S=1/60)
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|・

〕              3m

第27図  C区遺構全体図 (S=呵 /80)

の大型斜格子の叩き目が残り、凹面は布目をナデ消しているようである。

第 3節 第 2地点の調査

l C区の概要

第2地点は第1地点から北へ約50m離れた桃畑で、確認調査で遺構が検出されたトレンチが位置す

る平坦面をその対象としたため、南北に細長い不定形となっている。第1地点と同様、排土置場の完

形から南北に三分し、その南半をC区 とした。

桃畑は、西から東へ向かって延びる丘陵を削って造られており、C区の西半は、耕作土を除去する

とすぐに地山 (岩盤)と なっていた。この岩盤は調査区の中ほどで約60cm急 に落ち込んだ後、東に向

かって緩やかに傾斜している。岩盤上には、黄灰色～暗灰色系の上層が厚さ20～ 30cmに わたって数

層存在し、内面黒色土器椀をはじめとする古代後期～中世にかけての遺物が多数出土した。これらの

層の上には、主として中世の遺物を含む茶褐色あるいは灰褐色を呈する土層が40cmあ まり堆積して

おり、この上面から溝や土坑などの遺構が検出された。なお、落ち込んだ岩盤上面を精査したが、遺

構等は確認できなかった。

2 C区の遺構と遺物

(1)遺 構

検出された遺構としては、土坑、溝、柱穴

などがあるが、これらは全て表土下40cmあ

たりに存在する茶褐色あるいは灰褐色土 (第

26図 11・ 12層 )の上面で確認された。

198

0            1 0cm

遺構出土遺物 (S=1/4)

%
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土坑は調査区南半の南壁近くで 1基検出された。長さ約 1,lm、 幅約0.9mの隅丸方形状を呈するが、

深さは約35cmと 浅めで、土器片等の遺物は出土しなかった。

溝は全部で3基検出されたが、溝 2・ 3については深さが5～ 6cmと 非常に浅 く、わずかな凹みとし

て確認されたものである。溝 11よ D区へと続 くもので、最大幅は約 1.5mであるが深さは15～ 20cmと

浅 く、底は平らである。この溝から小皿が 1点 (196)出土している。

柱穴は、調査区の中ほど南壁寄りで2基検出された。このうち柱穴 11よ南壁にかかつて検出され、

径は40cm程度で柱痕は確認できなかった。埋土からは小皿が2点 (197・ 198)出土している。このう

ち198は、底部が比較的厚めで口径 9.Ocmを測るやや大きめの小皿である。

これら遺構から出土した土器は、積極的根列に乏しいがおおむね13世紀台のものとしておきたい。

(2)包含層出土遺物

ここで包含層として報告するのは、溝や土坑などの中世の遺構を含む土層 (第 26図 10層 )及びそれ

ら遺構のベースとなる土層 (第 26図 ■～12層 )と 、調査区東半の岩盤上で確認された、主として古

代後期の遺物を多く含む土層 (第 26図 16～ 19層 )である。前者と後者は、土層的に明確な差はなく、

また、調査区の多くの部分で連続する土層となっていた。したがって、調査時において厳密に区別し

＼

203                               211

212

攣
204

４
　
　
　
　
　
　
樗
　
　
　
　
　
　
１９

217                   220

0             1 0cm

%

第29図 包含層下層の遺物 1(S=1/4)
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て遺物を取 り上げたわけではないが、整理の段階で後者にやや古い遺物が多く含まれる傾向が明らか

となったため、便宜上、遺物包含層を前者と後者の二つに分け、それぞれ包含層上層及び包含層下層

と呼称して報告する。

包含層下層の遺物 (第 29・ 30図、図版 7～ 9)

199～ 204は高台付椀で、このうち199と 204は内面黒色土器である。全形のわかる199は、口径

15,8cm、 器高 6.2cmを測る。体部外面上半には成形時の凹凸が少し残 り、口縁部上面を強くなでるこ

とで、内面にはにぶい稜線が巡る。内面はナデにより仕上げられているようで、明瞭なヘラミガキの

痕跡は認められない。外面もナデ仕上げで、一部に丹塗りの痕跡が認められる。204は底部の破片で

あるが、高台は真円に近い丁寧な作 りで、径も8.Ocmと 大きい。図化できなかったが、これと同一個

体と思われる口縁部の小片があり、内面には細かなヘラミガキと思われる痕跡が認められる。201は

椀曲率が高めの体部を有し、口縁端部を少し外方へ屈曲させ、上部にわずかな平坦面を作っている。

202は器壁がやや厚 く灰黄色を呈する軟質のもので、いわゆる白色系土師質土器椀とはやや趣が異な

る。203は、体部が直線的に立ち上がる小ぶりな椀になると思われる。

205～ 214は高台付皿で、大型のもの (205～ 209)と小型のもの (210～ 214)がある。

大型のものは、口径 14～ 17cmの 皿に、「足高」と呼べる径 8～ 10cm程度の高台が付 く。底部からほ

ぼ直線的に開く体部を有し、206は体部の中程に、209イよ体部の下部にそれぞれ屈曲部を持つ。内外

面は主としてナデにより仕上げているが、外面に成形時の凹凸を残すものが多い。206と 209の内面

には板状工具により撫でた痕がわずかに確認できる。色調は、橙色系のもの (205。 208。 209)と灰

黄色系のもの (206・ 207)があり、焼成は橙色系が良好で灰責色系がやや不良である。209の外面には、

丹塗りの痕跡が少し残っている。

小型の高台付皿には、口径が10～ 1lcm程度のもの (210～ 212)と 9cm弱のもの (213・ 214)がある。

前者は、高台近くで緩 く屈曲し直線的に立ち上がる体部を有し、210。 211では内底面が平坦となるが、

212では緩やかな弧状となる。いずれも体部下半から底部にかけての器壁がやや厚 く、内外面ともナ

デにより仕上げている。色調は黄褐色～責茶色で、焼成はやや不良である。213は、浅めの高台付椀

をそのまま小さくしたような形で、灰白色を呈し焼成は良好である。214は、器高に比べて高めの高

台を持ち、体部は大きく開く浅めの皿となる。高台外面を強くなでることによりできた粘上の盛り上

がりが、細い凸線となって体部との境を巡っている。全体的に丁寧な作 りで、高台外面には丹塗りの

痕跡が認められる。

215～ 2201ま底部で、215～ 118は高台付皿、219・ 2201ま高台付椀になると思われる。

215・ 216は、直径 7.5cm弱、高さ1.5cm程度の「足高高台」を持つもので、どちらも焼成は良好であるが、

色調は215が橙色、216は にぶい黄色である。217は高台径が9cmを越える大型のもので、底部中央

に直径 5mm程度の焼成前の穿孔がみられ、燭台として使用された可能性がある。胎土は精良で、焼成

も良好である。218の高台は、215。 216に比べればやや小ぶりであるが、真円に近い丁寧な作りである。

器壁は比較的薄く焼成は良好だが、胎土には l alm程度の砂粒を多 く含んでおりやや粗い。219は、体

部が直線的に立ち上がるタイプの椀になると思われ、色調は灰黄色で焼成はやや不良である。高台接

合部の外面が厚 く作られているため、高台の外見上の高さと底外面からの高さがかなり異なっている。
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第2章 朝原寺跡

221～ 224は杯である。221は、平らな底部からやや内湾気味に立ち上がる深めの身を持ち、口縁

端部は丸く収めている。底外面はヘラ切り後ナデ仕上げで、体部内面にはヘラ状工具によるヨコナデ

が施されている。焼成はやや不良でにぶい黄色を呈し、胎土もやや粗い。222は、平らな底部から直

線的に浅く開く体部を持つ。底部にヘラ切 り痕を明瞭に残すが、他の部分は丁寧なナデを行っている。

胎土は精良で焼成も良好で、色調は明るい橙色を呈する。223と 224は、円盤高台状に少し出っ張っ

た底部に、223は直線的な、224はやや内湾する体部が付 く。どちらも焼成は不良で色調はにぶい黄

色系を呈し、全体的に粗雑な作 りである。

225～ 255は、小皿である。口径は最小のもの (255)が 7.8cm、 最大のもの (231・ 232)が 10.8cmで、

平均は9.5cmと なり、一般的な小皿に比べてやや大きめのものが多い。色調は、浅責色からにぶい責

橙色を呈するものが多いが、焼きが甘 く褐灰色のものもある。全体的に、器表面が荒れているため細

かな調整が不明なものも多いが、ほとんどの底部タト面にはヘラ切 り痕が認められ、糸切 りの個然は確

認できない。器形としては、平らな底部から短く立ち上がる口縁部を有するものが多いが、押圧によ

り底部が少し丸みを帯びたもの (232・ 234・ 235。 240。 245)や、口縁部の立ち上がりが大きく深め

の身を持つもの (225。 228・ 229。 239・ 242・ 247)な どがある。特に228と 239は、しっかりとし

た底部から大きく外販して高く立ち上がる口縁部を有しており、一般的な小皿とはやや趣が異なる。

225は底部に径 6mm程の焼成前の穿孔を持つもので、燭台としての用途が考えられる。胎土は精良

で色調は灰白色である。また、わずかであるが外面には丹塗りの痕跡が認められる。この他に丹塗り

が確認できるものが3点 (236。 237・ 241)あるが、胎土や焼成、色調などに特に共通点は認められ

ない。235と 240の内面には、底部と口縁部との境に浅い溝状の凹みが巡っており、1枚の言状の粘

土を底部に貼 り付けることで口縁部を作った際の接合痕と思われる。249。 251'255の底部内面には、

底部の核となる円盤状粘土の盛り上がりが明瞭である。

256は円形の盤で、箸置きとしての用途が考えられる。径 1～ 1.5cm程の扁平な球状の足が4個付 く

が、ひとつは剥がれてその痕跡のみが残る。器表面の荒れが激しく口縁端部も所々欠いているが、直

径約 12cmに復元できる。底部外面にはヘラ切 りによると思われる段差がわずかに認められるほか、

端部から約lcm内側の部分に、鈍い稜が 1条巡っている。胎土はやや粗 く、1～ 2mmの砂粒を多く含ん

でいる。

257は平瓦で、凸面には縄日、凹面には比較的細かい布目圧痕が残る。焼成は良好で、色調は内外

面とも明るい橙色である。

包含層下層から出土した土器については、少なくとも2時期に分けることが可能である。第29図掲

載のうち、200～ 202の高台付椀については12世紀後半頃と思われるが、それ以外の内面黒色土器椀

や高台付皿などはやや古 く、おおむね11世紀初め頃に比定できる。杯については、222が高台付椀と

ほぼ同じ12世紀後半、それ以外が内面黒色土器と同じ11世紀初め頃と思われる。また、小皿につい

ては、口径が10cmを越え「中皿」とも呼べる大型のものも多く、これらの土器も11世紀初め頃と考え

ていいだろう。

包含層上層の遺物 (第 31図、図版 9)

258～ 260は高台付椀である。258は、湾曲率がやや高い体部と端部を少し肥厚させて丸くした口
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縁部を持つ。色調は灰白色で、焼成は良好。259は直径 6.8cmを測るしっかりとした高台を有し、色

調は灰白色を呈する。260は小型の椀で、底部から屈曲して直線的に立ち上がる体部を持つが、内面

は口縁部から底部にかけてゆるやかな曲線を描く。焼成は良好で、色調は灰白色である。

261～ 266は、高台付皿である。263は、高台径や器壁の厚みから大型の皿になると思われるが、

他はいずれも小型の皿である。261は、器壁の厚い体部と口径に近い大きさの高台を有する。口縁端

部は斜め下方にやや拡張するように折り曲げられており、高台は端部を少し肥厚させその先端を丸く

収めている。262は、体部の器壁に比べ底部がかなり厚 く作られており、高台はつまみ出されたよう

に先端が細 くなっている。264は体部が水平近くに開いており、身の深さがほとんどなく、盤に近い

形になっている。266は底内面に粘土紐の巻き上げ痕が見られ、底外面にはヘラ切 りの痕跡が認めら

″化る。

267～ 276は小皿である。267は、立ち上がりの角度が急な口縁部を有する完形の皿で、口径 5.5cm、

底径 4,4cm、 器高 1.9cmを 測る。胎土は精良、焼成も良好である。底外面には細い粘土紐を巻き上げて

成形した痕が明瞭に残るが、内面はきれいにナデ消されている。268～ 276は一般的な小皿で、口径

は7.Ocm～ 9,4cmの ものがある。270'274・ 275の底内面には円盤状粘上の盛 り上がりがみられ、274

の底外面には押圧による凹みが認められる。色調は、269と 271が褐色系の濃い色を呈するが、他は

灰白色系の明るい色である。

0

268

ヤ
269

-― 270

ヤ
272

一
273

-―
274

―
275

一
276

261

262

263

雰

第31図 包含層上層の遺物 (S=1/4)
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0              2m1暗渠埋±       6淡 灰色土
2耕作±        7黒 灰褐色土

3暗黄灰褐色土 (床土) 8灰 褐色土
4黒褐色±       9黄 灰色土

5黒褐色混炭±     10炭 灰層

第32図  D区南壁断面図 (S=1/60)

277は、瓦当面径約 12cmの やや小型の宝相華文軒丸瓦である。中央に剣菱形の花弁を4葉配し、中

心部には大粒の蓮子を一つ置く。先端が直角の間弁を4葉の花弁の間に配し、間弁全体では四角形を

表す意匠である。花弁の外側には圏線が 1条巡 り、花弁と圏線の間には3イ固1対の小さな子葉が内向

きに8カ 所配されている。瓦当の外周及び裏面はナデによる成形を行う。胎土は精良で焼成は良好、

色調は灰色を呈する。

包含層上層出土土器の時期については、264～ 266の高台付皿にやや古めの要素が認められるが、

おおむね 12世紀後半を中心とする時期に収まると思われる。

3 D区 の概要
D区はC区から北東方向へ続く平坦面であるが、排土を移動しての調査であるため、両区の境は正

確には一致していない。

基本的な層序はC区 と同じで、地形の高い北西側が削られており、調査区の北西半では、耕作上の

下は地山(岩盤 )と なっている。地山は南東に向けて徐々に下がり、最も深い調査区南端では地表下 12

mの深さとなる。調査区の南半では、耕作上下に責灰～灰褐色の土層が30cm程度堆積 しており、こ

の上面で、土坑、溝、柱穴などの遺構が検出された。また、地山上には中世の遺物を含む土層が数層

みられたが、概してその量は少なかった。 C区 と同様、地山上面の精査を行ったが、遺構等は確認で

きなかった。

4 D区 の遺構と遺物

(1)遺構

検出された遺構としては、土坑、溝、柱穴などがあるが、これらは全て調査区南半の耕作土下に存

在する、黄灰色土あるいは灰褐色土の上面で検出されており、その状況はC区 と同様である。

溝は、調査区の南壁から西壁にかけて延びるが、削平によリー部途切れている。幅は30～ 50cmあ

るが、深さは5～ 10cmと 非常に浅い。位置的関係から、C区の溝につながるものと思われる。遺物と

しては、小皿が1点 (278)出土している。口径 7.Ocmを 測る小ぶりの小皿で、立ち上がりの角度は比

較的急である。底内面は円盤状粘上の盛 り上がりが顕著で、外面には丹塗りの痕跡が認められる。

土坑は、調査区のほぼ中央南端で、その一部が調査区の南壁断面にかかる状態で検出された。平面

"



第2章 朝原寺跡

〕             3m

は、一辺約 12mの隅九方形状を呈し、深さは約30cmである。土坑上面には、拳大～人頭大の角礫が

10個近くみられたが、意図を持って並べたような状況ではなかった。出土遺物としては、高台付抗

が2点ある。279は 国径 13.Ocm、 器高5.5cmを測る。身は浅く、口縁端部をわずかに肥厚させている。

体部内面は平滑であるが、外面には小さな凸凹が目立つ。底部はヘラ切り後、ナデ調整を行っている。

280の底内面には、赤褐色の重ね焼き痕が認められる。これらの土器は、おおむね13世紀前半頃と思

われる。

柱穴は、溝の南側で不定形なものも合わせて全部で9基が確認された。穴の深さは概して浅いもの

が多く、遺物も図化できるものはなかった。

(2)包含層出土遺物 (第 35図、図版 9)

図化できたのは4点 (281～ 284)で、すべて調査区南西部

の地山直上層 (第 32図 14層 )か ら出土したものである。

281は高台付皿である。口径 8.7cmの小型の皿で、大きく

開く浅めの体部を持つ。高台外面を強くなでることにより、

粘上の盛 り上が りが鈍い稜となって体部との境を巡ってい

る。底外面にはヘラ切りの痕が残る。

282～ 284は小皿である。282の底部外面には粘土紐巻き

上げの痕が明瞭に残っている。283

の口縁部内面は、板状工具によるナ

デによってほぼ直線となっている。

284の内面は、底部の円盤状粘上の

端から口縁部の立ち上がりが始まっ

ており、外面における立ち上がりの

長さとかなり異なっている。これら

包含層出上の土器は、C区における

土層の状況などから、11世紀初め

3θ

― l―
278

812m
」

0       50 cm
l黒掲色混炭土  

―

第34図 土坑断面図 (S=1/30)
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第33図  D区遺構全体図 (S=1/80)

包含層出土遺物
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頃のものと考えられる。

第 4節  まとめにかえて

今回実施した調査は2地点に分かれており、発掘面積も両地点合わせて210� と小規模なものであっ

たため、遺構の全体像や相互関係などについては不明な部分も多かった。また、遺物についても包含

層出上のものが多く、遺構に伴う一括性の高いものは少なかった。したがって、遺跡の内容や性格に

ついては多くの部分について明らかにすることはできなかったが、最後に新たに得られた知見をもと

に若干のまとめを行いたい。

今回の調査では、A区の上器溜まりとC区及びD区の包含層から11世紀初め頃と思われる土器が

出上したが、これらの組成をみると、内面黒色土器椀をはじめ杯、皿などの供膳具がほとんどを占め

ている。特に皿については、「中皿」とも呼べる径 10cm前後のものを含み、高台が付くものには大型

と小型の二つのタイプが存在するなど、種類が豊富である。平安時代の土器については、これまで岡

山県内では出土例が少なくその時期や性格などについては不明な点が多かったが、近年当該期の調査

例が増えるに従いその様相が次第に明らかになり(2)、 編年的位置付けも進みつつある (3)。 しかし、そ

れらの多くは官衛的性格を有する遺跡や集落跡からのもので、朝原寺跡のような山岳寺院からの出土

例は、県内ではほとんど知られていない。したがって、今回の出土例に見られる器種の多様性が、山

岳寺院に共通したものかあるいは朝原寺跡特有なものかについては不明であるが、こうした組成は宗

教的性格を色濃く反映したものいとの指摘もあり、今後平安時代における山岳寺院の調査例が増える

ことで明らかになることを期待したい。

朝原寺については、安養寺裏山経塚群出土の経瓦 (5)ゃ文献史料などから、少なくとも11世紀後半

には存在していたと考えられるが、その創建時期についてはほとんどわかっていない。今回の調査に

おいて、11世紀初め頃の上器がある程度まとまって出土したことから、その頃には既に存在してい

た可能性が高まったと言えるが、一方で、当該期の瓦はこれまで確認されておらず、「寺」としての

存在を断定するまでには至らなかった。したがって、その創建時期についてもなお不明と言わざるを

得ないが、今回を含め2度の調査で平安前期と思われる瓦や土器等が出土していない (6)こ とから、11

世紀初め頃を大きくさかのぼるとは考えにくく、現時点では10世紀台にその成立時期を想定してお

きたい。

註

(1

(2

(3
(4

(5
(6

)『浅原寺跡』倉敷市埋蔵文化財発掘調査報告第 1集 倉敷市教育委員会 1984

)『津寺遺跡 4』 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告116岡山県教育委員会 1997
『窪木遺跡 2』 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告124岡山県教育委員会 1998
)『奥坂遺跡群』総社市埋蔵文化財発掘調査報告15総社市教育委員会 1999
)総社市教育委員会 武田恭彰氏のご教示による。

)F安養寺瓦経の研究』安養寺瓦経の研究刊行委員会 1963

)C区包含層から出土した、8世紀末頃と思われる須恵器の杯蓋・杯身及び土師器の杯については、朝原寺成立以
前のものと考えている。
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第 3章 溝落遺跡

第 1節 調査に至 る経緯 と経過

1 調査に至る経緯

溝落遺跡の発掘調査は、倉敷市児島塩生字金浜に計画された倉敷市臨港消防署の新築移転事業に伴

い実施されたものである。

倉敷市児島塩生の高島港に所在する倉敷市臨港消防署は、築後 30数年が経過し、建物の老朽化と

狭除化の対策が課題となっていた。そこへ、平成 16年の台風による高潮浸水被害を受け、一時的に

機能不全に陥る事態が発生した。立地条件の問題も表面化したため、高潮被害の恐れが無い適地への

移転が計画された。ところが、用地の選定から買収交渉へと進展するうちに、予定地が溝落遺跡の範

囲内であることが判明し、平成17年 10月 に倉敷埋蔵文化財センターと市消防局との間で開発事前協

議が行われた。土地の造成工事計画の詳細は未定であったが、西接する国道430号線の高さに合わせ

て切り上造成を行う方針が示された。そのため、開発予定地全域を対象として追跡の性格や残存状況

を把握することを目的に確認調査を実施し、その結果を踏まえて遺跡の保存協議を行うことが決めら

れた。

工事区域

|、

第36図 確認調査 トレンチ配置図 。発掘調査区位置図 (S=1/600)
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第 3章 溝落遺跡

確認調査は平成 18年 5月 30日 から6月 2日 にかけて倉敷埋蔵文化財センターにより実施された。溝

落遺跡については縄文時代～中世の散布地として認識されていたが、発掘調査歴がないため、重点を

おいて調べる場所や予想される遺構等も把握できていなかった。そのため、開発予定地 (面積約3,200

ど)の 7カ 所に2m× 2mの トレンチを任意に設定し、土層の観察を中心に遺構、遺物の確認を行った。

調査の結果、開発予定地の南側に設定したトレンチ4、 6、 7か ら縄文土器を中心とした遺物が出土し、

トレンチ4では古墳時代に属する可能性のある遺構が検出され、同時代の製塩土器も出土した。遺物

は耕作土直下の上層に多く含まれ、その下の堆積層にも縄文時代前期から後期の遺物がわずかに含ま

れることが確認された。他のトレンチからは遺物の出土は全くなく、遺構も検出されなかった。トレ

ンチ 1、 2、 3では地表下数十cmの深さで地山が確認されたのに対し、それより南側の地点では扇状地

に堆積した厚い土層が存在し、遺物包含層はその上に堆積する土層であることが明らかとなった。こ

の結果を受けて、開発予定地の南側の部分を遺跡の保存対象区と決定した。

確認調査後の協議では、保存対象区を開発予定地から除外することや全域を盛土工法とするなどの

計画変更は困難であり、事業の目的が市民の生命と財産を守る消火・救急 。防災機能に関わることか

ら、やむを得ず記録保存のための発掘調査を実施することが決定された。そして、平成18年 6月 9日

付けで倉敷市消防局長から埋蔵文化財発掘の通知が提出され、発掘調査が実施されることとなった。

2 調査の経過
発掘調査は、平成 18年 7月 6日 から8月 31日 にかけて実施された。調査面積は660∬である。調査

区は段々畑の東西二段で、低位西段を1区、高位東段を2区 とし、2区西端からの落差約80cmの 1区

から着手した。耕作土を除去すると縄文土器がを点々と現れたが、遺物は現位置をとどめていないと判

断され、出土位置について1点ずつの記録は行わなかった。遺物の取り上げについては、便宜的に調

査区を田の字状に分割して北東区、南東区、北西区、南西区とし、深さ15cmを 目安に東半区を2次 t

西半区を3次に分け、順次取り上げていった。出土遺物の時期は縄文時代早期、前期、中期、後期で

ある。前期は羽島下層式、中期は船元 I式から中期末まで、後期は中津式から彦崎 KⅡ 式までが出

上した。特定の場所で集中して船元正式や津雲A式が出土することもあるが、これは1～ 3イ団体程度

が破片となったもので、概して各型式がランダムに出土する状況であった。上器以外では石鏃、石匙、

スクレイパー、サヌカイト製板状剥片、石斧、磨石、凹石、瑛状耳飾などが出上した。縄文時代以外

では、南西区および北西区の西端部分で中近世～近現代の上器の小片が出土しており、後世の撹乱を

受けていることが知られた。また、1区北東区には埋没した現代の水田が検出された。包含層の掘り

下げを終え、扇状地堆積層の上面が露出したところで、精査を行うも、縄文時代の遺構は確認されず、

北東区で時期不明のピット3基が検出されたのみである。また、扇状地堆積層について部分的な深掘

りを試みたが、遺物の出土量は極めて少なかった。

2区の調査は8月 5日 から開始した。この調査区では、みかんなどの果樹が植えられ、肥壺や井戸

が据えつけられるなど深く掘り返された場所がある。東側においては縄文時代の包含層が削り取ら

れるなどの破壊を受けている。l区 と同様に、4分割して段階的に掘り下げを進める方法をとったが、

耕作や現代の造作物による影響のため縄文時代包含層の調査は十分に行えなかった。遺構としては、

33



第 3章 溝落遺跡

古墳時代の溝が検出され、埋土から製塩土器が出土した。これは、確認調査の トレンチ4で検出され

た遺構と同一のものである。また、溝の西側では黒褐色土の分布が認められ、古墳時代の刀ヽ形丸底壷

の小片や高杯が出土したが、遺構検出には至らなかった。この部分も耕作による破壊、撹乱を受けて

いると考えられた。この層から1区 と同様に扇状地堆積層の上面が露出したところで全体的な掘 り下

げを終了した。8月 31日 に機材を撤収し、発掘調査を完了した。

<調査日誌才少>

平成18年 7月 6日 機材搬入。l区で重機による耕作上の除去作業。
7月 7日  遺物包含層の1次掘り下げを南東区から開始。
7月 12日 北東区で現代水田の耕作土と床上を除去し、ピット2基検出。
7月 22日  2次掘り下げを南東区から開始。
7月 26日  南西区で津雲A式等出土。
7月 27日  北西区で船元正式等出土。
8月 1日  北東区で瑛状耳飾出土。
8月 3日  3次掘り下げを南西区で行う。
8月 4日 写真撮影、セクシヨン実測を行い、1区の調査完了。
8月 5日  2区で重機による耕作上の除去作業①
8月 10日  1次掘り下げを南東区から開始。
8月 11日  北東区で溝を検出。
8月 17日 北西区でトレンチ調査するも遺構は検出されず。
8月 22日  2次掘り下げを南西区から開始。
8月 30日  写真撮影、セクシヨン実測を行い、2区の調査完了。
8月 31日  機材撤収。

溝落遺跡発掘調査委員会

委員長  問壁忠彦 倉敷市文化財保護審議会 会長
副委員長 中山公司 倉敷市教育委員会 教育次長
″   三木秋夫 倉敷市消防局 局長
専門委員 河本 清 倉敷市文化財保護審議会 委員
監 事  久山 優 倉敦市教育委員会 生涯学習部長
ク   梶原賢二 倉敷市消防局 次長
事務局長 福本 明 倉敷埋蔵文化財センター 館長
事務員  鍵谷守秀 倉敷埋蔵文化財センター 主任
調査員  小野雅明 倉敷埋蔵文化財センター 主任
ク   藤原好二 倉敷市教育委員会文化財保護課 学芸員
ク   藤原憲芳        ク

(肩書き及び役職名等はいずれも調査当時 )
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第 2節 調査の概要

1 調査の概要

溝落遺跡は、倉敷市 と玉野市を結ぶ国道

430号線沿いの畑地に存在する。サヌカイ ト

剥片をはじめ須恵器、中世土器などの遺物が

採集されることから縄文時代から中世にかけ

ての散布地として周知されている。遺跡は、

西に水島灘を望む山裾に形成された標高 7～

9mの小さな扇状地上に存在する。その範囲

は地形的に見ても東西、南北とも150m程度

におさまると考えられる。地形図を見ると、

金浜新池からそのまま海岸に向かう谷筋と、

その南の打越中池、下池から北西に降りなが

ら谷口付近で流路を西に変える谷筋が看取さ

れる。今回の調査地点は、南の谷筋に形成さ 第37図 調査地位置図 (S=1/7,500)
れた扇状地の谷口に位置している。

発掘調査区の現況は段々畑の南端で、休耕地となった野菜畑、果樹園、畦道が含まれる。南狽Jと 西

側は削り取られており、これが耕作地の境界となっている。基本的には西面する傾斜地であるが、調

第38図 調査区全体図
(S=1/400)

査区北東においての畑の段を取り込む形となったため、この段を

南に延長することで低位西段を1区、高位東段を2区 とした。 1

区の北東では水田によって包含層が失われ、2区の東側では、開

墾により包含層が削り取られ、肥壺、井戸などの施設による撹舌し

を受けるなど少なからず耕作の影響が及んでいる。

調査区の上層観察は、1区・2区の南壁、1区東壁、2区東壁に

より行った。基本層序は、耕作上の直下に厚さが現状で30～ 40

cmの にぶい黄褐色土がみられ、この上層には縄文時代早期から後

期までの遺物が含まれている。にぶい責褐色上の下には、厚さ4

～ 6cmの にぶい責褐色土と厚さ1～ 3cmの黒褐色土が交互に縞状

に現れるラミナが観察され、水流によって通ばれてきた土砂が堆

積 したことを示す。この層の厚さは1区の中央あたりで60cmを測

る。上位では前期 (羽島下層式 )、 後期 (時期不明)な どの上器が

わずかに含まれることが確認されたが、縄文時代の遺構は発見さ

れなかった。今回調査を行った遺物包含層は二次堆積層の可能性

が高いと考えられ、縄文時代の生活跡が近い場所にあったことが

うかがえる。2区では縄文時代の包含層は部分的にしか残ってお

“



第3章 溝落遺跡

o              3m

2区南壁

1区南壁

1区東壁

1。 2区南壁層序

1黒褐色土 (耕作土 )
2～ 6現代の上壌
7～ 8にぶい黄褐色土
(縄文時代遺物を含む)

9にぶい貨褐色土と黒褐色上の互層
(縄文時代遺物をわずかに含む)

1区東壁層序

1黒褐色土 (耕作土 )
2灰黄褐色土 (水田を整地した層 )
3黒褐色土 (水田耕作に伴う層 )
4灰褐色土 ( ク )
5褐色土 ( ク )
6灰黄褐色土 ( ″ )
7にぶい黄褐色土
(縄文時代遺物を含む)

8にぶい黄褐色土と黒褐色土の互層
(縄文時代遺物をわずかに含む)

2区東壁層序

1・ 2黒褐色土 (耕作土 )
3灰褐色土 (現代の上城 )
4灰褐色土
5褐灰色土

6褐灰色土 (肥壷埋土 )
7にぶい黄褐色土 (肥壷埋土 )
8明黄褐色土 (肥壷据え付けの粘土 )

9褐灰色土 (現代の撹乱 )
10灰褐色土
(縄文・古墳時代遺物を含む)

11にぶい責褐色土と黒褐色上の互層
(縄文時代遺物をわずかに含む )

2区東壁

“

第39図 土層断面図 (S=1/80)
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らず、後世の削平を受けているが、古墳時代中期の遺物を含む灰褐色土層とこの層を切 り込む溝が検

出されるなど当時の活動跡が発見された。しかし、灰褐色土層も耕作による破壊を受けている。

出土遺物の大半は縄文時代に属するもので、縄文土器については、早期は押型文土器、前期は羽島

下層式、中期は船元 I、 Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ式、里木工、Ⅲ式、中期末、後期は中津式、福田 KⅡ 式、津雲A式、

彦崎 KI式、彦崎 KⅡ 式 (先行段階を含む)がある。土器以外ではサヌカイト製の石鏃、石匙、スク
レイパー、板状剥片や石斧、磨石、凹石などの石器類、補修孔のある瑛状耳飾などが出土した。古墳

時代の遺物については小形丸底壷、高杯、製塩土器が少量出上した。製塩土器には、古墳時代前期の

脚台付きのものと古墳時代中期とされる薄手のコップ形のものがあり、後者は溝に伴うものである。

調査区より100m西の海岸にある金浜遺跡から多量に出土する古墳時代後期の師楽式製塩土器は1片

も発見されていない。その他、中世の土器も少量出上した。

1区 における縄文土器の出土状況を把握するため、型式のわかる土器片の出上位置について表 11こ

示した。1回の掘 り下げを深さ15cm程度に定め、東半区で2回 (2次 )、 西半区で3回 (3次 )行った結

果をまとめると、遺物が西半区に偏在することが明らかとなった。このことから、開墾など人為によ

り遺物包含層が西側に寄せられている可能性も否定できない。

2区における縄文土器の出土状況については、先述したように包含層が破壊されているため、撹乱

層から古墳時代の遺物と共に出土したものが大半であり、摩滅の著しいものが多い。

検出された遺構としては、1区で時期不明のピット3基、2区で古墳時代の溝 1条がある。

ピット1は直径 45cm、 検出面からの深さ40cmである。ピット3の直径は60cm、 検出面からの深さ

65cmである。ピット2は ピット3に切られ、検出面からの深さ40cmである。これらのピットの埋土は

黒掲色上で、粒状の焼上が混入する。遺物は出土しておらず時期は不明である。

溝は2区の北東区で検出された。西肩が明瞭でなく、竪穴状に広がる遺構または落ち込みの可能性

も考えられたが、埋上が溝内におさまることと、西肩が削平されている状況を想定して溝と判断した。

表 1 1区の縄文土器出土状況
*同一個体でも接合しないものは1片ずつ集計。彦崎KⅡ 式は先行段階を含む。

早期 前期 中 期 後  期

〈
口　
計

押
型
文

羽
島
下
層

船
元
Ｉ

船
元
Ⅱ

船
元
Ⅲ

船
元
Ⅳ

里
木
Ⅱ

。
Ⅲ

中
期
末

福
田
Ｋ
Ⅱ

中
津

津
雲
Ａ

彦
崎
Ｋ
Ｉ

彦

崎

Ｋ

Ｉ

北東区 1次 1 1

北東区2次 1 1 2 1 1 6

南東区 1次 1 3

南東区2次 2 l 1 6

北西区 1次 1 1 1 3

北西区 2次 1 1 6 2 3

北西区3次 1 1 l 5 1

南西区 1次 1 1 1 6

南西区2次 1 4 2 7

南西区3次 1 l 1 1 1 2

合 計 1 5 4 1
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7200m

l～ 3黒褐色土 (粒状の焼土を含む )

第40図  1区 ピット1・ 2・ 3
実測図 (S=1/30)

調査区北壁から6.8mで収束し、幅は80cm～ 140cm、 検出面から

の深さは20cm程度である。底面に密着して製塩土器 (第 41図 )が

出土した。1はほtr完形で、口径 8.8cm、 器高 9.8cmを測る。ずん

胴に近い器形で、いびつな丸底となる。器厚は1～ 2mmで、内面

に削り寄せがある底部中央を除き2mmを 越える部分はない。外面

調整は上半部には平行叩き、下半部には指頭大の凹凸が残る。内

面はヘラ削り後ナデ調整が施される。工具を斜めに動かしながら

削っているのが観察され、底部は工具痕が螺旋状に残る。全体の

色調は浅責色で、口縁部には橙色となる部分がある。2は底部の

み残存するが、1と 同様の製塩土器であろう。色調はにぶい黄橙

色を呈する。

|

＼

／
礼
〓

イ　・一 土 _■

1褐色土

2黒褐色土 (製塩土器出土

0              3m
0            1 0cm

第41図 溝実測図 (S=1/80)。 出土遺物 (S=1/4)

2 土 器

(1)1区包含層出上の上器  ヽ

早期・前期の上器 (第 42図 )

3は押型文土器で、径 8 mm× 3 mm程度の楕円文が右下がりに配される。内面は横位の粗いナデ調整

となる。4・ 5の 口縁部は粘土貼 り付けにより外面が肥厚する。4・ 6～ 8に は竹管状工具によるD字

形爪形文が付けられ、8は施文の凹凸が内面に現れている。5に は、先端中央を窪ませたヘラ状工具

による刺突文が付けられる。9～ 13は内外面に二枚貝条痕がみられる。4～ 13は羽島下層式と考え

られる。

中期の上器 (第 43・ 44図 )

14～ 17は厚さ6mm前後で、節の大きなLR縄文が縦位に付けられる。14・ 15。 17は口縁内側にも

同じ縄文が帯状に施文される。18は縄文を地文とし、低い貼 り付け突帯の上にC字形爪形文を付ける。

14～ 18は船元 I式 と考えられる。19・ 20は RL縄文を地文とし、半裁竹管による平行沈線で弧状

の曲線や直線が描かれる。19の内面にはRL縄文がみられる。2¬ はLR縄文を地文とし、沈線によ

認
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第42図  1区出上の上器 1(S=1/3)

り縦位の条線が描かれる。19～ 21は船元Ⅲ式と考えられる。22～ 33は厚さ7～ 10mmの比較的厚手

の上器で、全て1区北西区から出土した。おそらく1、 2イ団体程度の断片であろう。縦位につけられた

RL縄文を地文とし、断面三角形の貼り付け突帯により、曲線を主とした文様が描かれる。20～ 31

は船元正式と考えられる。34」 35は節の大きい縄文が縦位に付けられる。361こ付けられた縄文は、

浅く太い条と深く細い条とが交互に現れており、船元Ⅳ式と考えられる。

37は摩減のため不明確であるが、地文として撚糸文が付けられているようである。内湾する口縁

に半我竹管による細かい波状文がめぐり、波間に小さな円形刺突が配される。その下には平行沈線で

弧】犬曲線が描かれている。38は細い条線文を地文とし、口縁には幅約2mmの弱い沈線が一条めぐる。

39の地文は不明であるが、幅2～ 3mmの平行沈線で横位の波状文、直線文が描かれる。40。 41は同

一個体の可能性がある。剥離のため不明な部分が多いが、地文と思われるRL縄文が付けられている

のが観察できる。内湾する口縁部には、蛇行文のような曲線が幅約3mmの沈線で縦位に描かれている。

この線は弧をつなぐようにぎくしやくと曲がりながら垂下し、くびれ部近くでは間延びする。42は

回縁部がキヤリパー状に強く内湾し、胴部上部がくびれる器形の深鉢形土器である。波状となる口縁

部は粘土貼り付けにより若干肥厚し、巻貝条痕が筋状に付けられる。口縁肥厚部の下端には段がつく

られ、この位置に管状工具によるいびつな楕円形の刺突文をめぐらせる。それ以下の口縁部外面には

巻貝回転による擬似縄文が付けられ、文様の間からは施文前の巻貝条痕調整がみられる。胴部および

内面にも巻貝条痕調整が施される。施文、器面調整に使用された巻貝は同じ種類と考えられ、周辺貝

塚で出土する貝種から候補を選ぶならば、膨らんだ螺層に縦方向の隆起がめぐる貝殻のフトヘナタリ

が当てはまる。同じ巻貝は43～ 47のいずれかにも使用されているかもしれない。43は波状をなす

口縁部で、幅約4mmの沈線により区画文が描かれる。文様構成は、波頂の最上位に上側が開く半円状

の曲線を小さく描き、その直下に上端が「 P字」のような形をした縦線を垂下させる。これを中心線
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35 36



第 3章 溝落遺跡

覧
40

Ⅷ

~称

38

４４

１

４

韻∝隣√

第44図  1区出上の土器 3(S=1/3)
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第46図  1区出上の上器 5(S=1/3)

として左右対称に区画が描かれるが、右区画の上端部は「 P字」に阻まれて線が途切れ、左区画線 も

上端部では完全につながっていない。内側には区画線を縁取るように径約 4mmの 円形刺突が配され、

左右の区画間にはLR縄文が施文されているようである。口縁端面にもLR縄文が付される。内面は

巻貝条痕調整が顕著で、外面にも同様の調整を施文前に行っているようである。44は幅3～ 4mmの沈

線により縦長楕円形の区画文が描かれ、内側には渦巻文を伴う。沈線間にLR縄文を充填する磨消縄

文土器である。内面には巻貝条痕調整が施される。45。 46も 縦長の精円形区画文をもつと思われる。

45は沈線間にLR縄文が付けられ、磨消縄文とみられるが、詳細は不明。内面に巻貝条痕調整が施

される。47は幅4～ 5mmの沈線で曲線や渦巻文が描かれ、胎土、色調が44に似ている。外面は施文

前の巻貝条痕調整が認められる。内面は調整がナデ消され、外面から沈線に押されてできた畝が残る。

議

を3
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第47図  1区出上の上器 6(S=1/3)

37は里木Ⅱ式、38・ 391ま里木Ⅲ式、40～ 47は 中期末の矢部奥田式に相当すると考えられる。48・

49は無文の鉢または深鉢で、二枚貝条痕調整が施される。481よ 内外面に調整が認められ、外面には

ナデ調整が加わる。49は外面に調整が認められる。46・ 47については中期末に位置づけられるかも

しれないが、今回報告する資料では判断材料が乏しい。

後期の有文土器 (第 45・ 46図 )

50～ 53は 2本沈線の狭い間に縄文が施文される磨消縄文土器である。50・ 51は波状口縁となり、

50は口唇部内狽1が大きく肥厚する。55に は巻貝回転による擬似縄文が付けられる。57～ 59は 3本

44
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第48図  1区出上の土器 7(S=1/3)

沈線の磨消縄文土器である。57の口唇部には口縁に斜行する刻目がみられるが、剥離のため詳細は

不明。60の磨消縄文は口唇部にまで及ぶ。50～ 60は 中津式 (新相 )～福田K正式の時期と考えられる。

61～ 71は 口縁のタト側を屈曲、肥厚させるなどして文様荷をつくる縁帯文土器である。61～ 63は波

状口縁となり、RL縄文を地文とする。61・ 621ま波頂下に中央をくぼませた円文を置き、その外側

に対向弧文、横長の区画文が配される。63も 同じような文様意匠をもつが、左右の弧文が整ってお

第3章 溝落遺跡
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0                10Cm

第49図  1区出上の上器 3(S=1/3)

らず、区画文の部分が横二本の沈線だけで表現されている。64～ 69は、図に示す部分は平縁状であ

るが、波状口縁を有するものも含まれるであろう。69イよ地文としての縄文は付けられず、65は摩滅

のため不明であるが、他はRL縄文が付けられる。64の口縁は屈曲して大きく肥厚 し、深い沈線に

より対向弧文が描かれる。67は口縁下端に沈線が描かれる。61～ 69は津雲A式 と考えられる。70・

71は同一個体と思われる。70の入れ子状に重なる釣形の文様は方形区画文の可能性がある。

72は浅鉢形で、3本沈線内にRL縄文が飾られる磨消縄文土器である。口縁内側には二本の沈線間

に縄文を付ける。73・ 74は口縁部が内湾する鉢形土器で、731よ 3本沈線による磨消縄文が飾られる。

口縁の文様帯は渦巻文を取り込んでおり、この部分が波頂となるようである。口縁に平行する線と渦

巻文との交点には円形刺突が付けられる。74は 2本沈線の磨消縄文土器である。75～ 77は、くびれ

る形の顎部の下に丸 く膨らむ胴部を作る鉢形土器で、外反した口縁の端部と胴部にRL縄文が付 く。

78は 75～ 77と共通した器形をもつ深鉢形土器。79～ 84は外反する口縁をもつ深鉢形土器で、79・

80は波状口縁となる。79イよ口縁端外狽1を少し肥厚させ、RL縄文を付ける。同じ場所の内側にも縄

原体を転がし、下端に横位沈線を引く。波頂部では沈線が少し途切れ、その直上に1本の短線で内文

が描かれる。80～ 82は 口縁の内外面にRL縄文帯を有し、その下端は沈線で区画される。83は 口

縁外面の少し下の位置に横位沈線を引き、やや広めのLR縄文帯としているが、内面は沈線だけとなっ

ている。84は口縁の内外面に横位沈線を引き、内面は縄文帯となる。その文様は小さな放物線状の

縄圧痕が連続し、各々の右端は隣のものに切られている。放物線の中には斜行縄文が 2、 3条現れる。

縄文原体として、1段の縄 (L)を軸の縄 (RL?)に左撚りに巻き絡げたものが想定され、ループ状

になった末端部を用いたと考えられる。口唇の狭い範囲にRL縄文が施文されるが、口縁外面は巻貝

条痕と思われる調整がみられるだけで縄文帯とはならない。内面の沈線は土器片の左端で途切れ、こ

4δ

）
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の場所の沈線内には3つの円形刺突が並ぶ。85'86は 深鉢形土器で、顎部と胴部の境に太めで浅い

沈線を引き、85の胴部にはRL縄文、86の胴部にはL無節縄文が付けられている。87～ 89は深鉢

形土器の胴部と思われる。87に は84と 同様の縄文が密に付けられる。88・ 89にはRL縄文が施文さ
れる。72～ 89は概ね彦崎 KⅡ 式を中心とし、先行する段階のものが含まれると考えられる。

後期の無文土器 (第 47・ 48図 )

90は胴部が九く膨らむ器形と予想され、福田 KⅡ式の深鉢形土器に類例が求められる。91は器面

調整が90と 共通し、胎上がよく似ている。921よ大きめの砂粒が含まれ、作 りの粗さ力ゞ 目立つ。外面

には巻貝条痕調整が施される。93～ 96は 口唇部に刻目をもつ。95は波状口縁となる。97～ 100は

口縁を外狽1に肥厚する形態から津雲A式に伴うと考えられる。101は 文様が確認できないため無文土

器に含めたが、頸部に垂下条線などの施文がある有文土器かもしれない。口縁内側を肥厚する形態か

ら彦崎 KI式 に伴うと考えられる。
102～ 112は鉢あるいは浅鉢の器形と思われる。106の復元値は、口径 24.6cm、 器高 9.6cm、 底径 4,2

cmである。107の口縁は小さな波状をなし、口縁端内側には面取 りが加わる。111の外面には横方向

に面取りするような強いナデ調整が施される。112は外反する口縁の端部外側に面を作る。胴部の張

りは弱いが、75～ 77と 同じような器形と思われ

る。113～ 120は 深鉢形土器と思われる。113は

口縁に弱い肥厚帯をもち、内狽1は面取りされる。

114・ 115の 口縁端は角張った形状で、115の 口

縁端面には巻貝条痕調整が施される。116は波状

口縁をなし、口縁端は尖った形状。117～ 120は

11¬ と同様に強いナデ調整が内外面に施される。

102～ 120の多くは彦崎 KⅡ 式もしくはそれに

先行する段階のものに伴うと思われる。

底部 。その他 (第 49図 )

121～ 123は特徴的な凹底を呈する中期の土器

である。121・ 122の胴部には撚糸文が縦走 し、

里木Ⅱ式と考えられる。123に は、22～ 33と 同

じ縄文原体を用いたと推測されるLR縄文が付
けられ、船元正式に属すると考えられる。124～

130は文様の有無や調整等が不明である。高台を

もつもの (124～ 126)、 中央がわずかに凹む平

底に近いもの (127・ 128)、 小さい凹底で、中央

にヘソ状の窪みをもつもの (129。 130)がある。

131は土製品の一部あるいは土器の装飾部分が剥

離したものと考えられる。円筒を縦割りにしたよ

うな形で、一方の端が急に厚みを増して張り出す。

133

132    0                  10c耐

¬
135

基

141

0             1 0cm

第50図  2区出上の上器 (S=1/3)
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粘土帯を5本つないで成形した痕が内面に残る。横置きで安定するが、基底部の形状から円筒に近い

曲面に貼り付けられていたと考えられる。ただし、接着面積は狭 く、貼 り付け粘上の付着はみられな

い。表面は摩減しているため文様は確認できないが、別の個体の断片には縄文の圧痕がわずかに認め

られる。長さ6.8cm、 幅 3.2cm、 高さ1.6cm～ 3.3cmを 測る。狽1面観のイメージから土面の「鼻」を候補

に挙げたいが、鼻孔の表現がなく、眉間とのつながりが理解できないなど疑問点が多い。

(2)2区包含層出上の上器 (第 50図 )

132・ 133は縄文土器である。1321ま 口唇部に刻目をもつ。133は内湾する口縁部で、沈線に囲ま

れた内側に1区出土の 84・ 87の文様とよく似た縄文が付けられている。

134～ 141は古墳時代の上器である。134～ 136は小形の九底壼と思われる。137～ 139は土師器

の高杯である。138の脚部の中央の高さに三方向の円孔が開けられる。140。 141は製塩土器の脚台で、

器表には指痕が残る。141では体部に平行タタキが認められる。

3 石 器

(1)確認調査出上の石器 (第 51図 )

確認調査においてはトレンチ 6・ 7か ら計 78点のサヌカイト製石器、そして3点の流紋岩剥片が出

上している。サヌカイトの総重量は637.lgで ある。器種として明確なものは トレンチ6か ら石鏃2点、

スクレイパー 1点、二次加工のある剥片 2点、使用痕のある剥片 1点、 トレンチ7か ら石鏃 1点、使用

痕のある剥片1点が出土している。

Sl～ S3は石鏃である。Sl'S2は凹基鏃である。Slの狭 りはやや深く、逆刺が鋭 く作 り出されて

いる。S2の形状は縦長で、狽I縁は S字状を呈し、狭 りは浅い。表面はよく風化している。S3は平基

鏃である。調整は比較的粗雑で背面・腹面共に素材面を残している。基端部は尖っておらず、削り落

としたかのような形状を呈する。
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第51図 確認調査出上の石器 (S=2/3)
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第52図  1区出上の石器 1(S=2/3)

S4はスクレイパーとしたが、図の下方を尖らせる意図を持って加工が行われているようであり、

単に切つたり削つたりする以外の用途を想定して製作された可能性がある。錐としては尖鋭度が低 く、

使用痕も認められない。

S5は使用痕のある剥片である。原礫面を打面とした剥片を用いており、刃部には細かいが不連続

な剥離が認められる。

(2)1区 出土の石器 (第 52～ 67図、図版 16～ 19)

1区からはサヌカイト製石器・剥片など796点のほか、流紋岩製石器 。剥片他 38点、黒曜石剥片 2

点、粘板岩製石斧 1点、砂岩などで作られた磨石類が出上している。サヌカイトの総重量は 13,156.2g

→

49
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第53図  1区出土の石器 2(S=2/3)

である。流紋岩は611.4g、 黒曜石は5。4gである。石材の産地分析は行ってはいないが、サヌカイトは

地理的条件から香川県からもたらされたものがほとんどであると考えてよいであろう。石鏃を除く流

紋岩については、緑灰色を呈しガラス質が強いという特徴から市内玉島黒崎で産出するものと考えら

れる。黒曜石はやや白っぽく節理が入っているという特徴から大分県の姫島産と推定できる。器種と

して明確なものは石鏃23点、石匙3点、異形石器 1点、楔形石器12点、スクレイパー23点、二次加

工のある剥片18点、使用痕のある剥片7点、敲石 1点、石斧1点、磨石類7点 などがある。また、石

器製作の素材として香川県狽1から搬入されたと考えられる板状剥片や原石も出土している。
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S6～ 28は石鏃である。S15が流紋岩製である以外は全てサヌカイト製である。S6～ S20は凹基

鏃である。S6～ Sllは狭 りがやや深く、S12～ S201よ浅めである。S6は小型で幅広の形状から前期

に属するものと推定される。S8・ S9'Sllは側縁部が先端から基端に向かってやや内湾し、基端の

手前でもう一度内側に屈曲する形状を呈する。S8・ S9は細かく丁寧な調整加工が施されていること

から前期に属すると考えられる。S10～ S121よ腹背面両面に素材面を残し、調整剥離も粗雑である

ことから後期のものである可能性が指摘できる。S15も腹背面両面に素材面を残し、周縁部にのみ細

かい加工を施して形を整えており、先端は鋭く尖っている。石材である流紋岩は火砕流堆積物の回まっ

たもので、玉島黒崎地区で産出するガラス質の流紋岩とは異なっており、産地は不明である。S16イよ

縦長で両側縁に狭 りが入る形状である。側辺はわずかに鋸歯状を呈する。S18は幅広で、先端を欠損

しているが、基端部を削り落としたかのような形状を呈する。S19,S201よ やや長細い形状を呈し、

特に S20は基辺付近が外反するようである。S21・ S22はやはり細長い形状であるが、基端は内向き

で基部に若千の袂 りが認められる。腹背面両面に素材面を残し、周縁部にのみ細かい加工を施して形

を整えている。

S23～ S26'S28は 平基鏃である。いずれも調整は粗雑で外周部に浅い加工を施して形を整え、背面・

腹面共に素材面を残したものが多い。S23'S26は側縁に変換点があり五角形状を呈する。S24は椎

実状の平面形を呈している。

S27は基部を欠損しており、形態は不明である。

S29～ S31はサヌカイト製の石匙である。S29は二等辺三角形の頂角部につまみを設けた形状を呈

するもので、中部瀬戸内地域においては前期 (磯の森式期)に特有の石匙である。つまみ部は小さく、

細かい加工で作 り出されている。一方、刃部に目立った加工は施されておらず、外反する刃部は素材

となった剥片の縁をほぼそのまま利用している。S30。 S31は刃部に対して斜め方向につまみ部が位

置するものである。両方とも長方形に加工された素材の隣り合う長辺と短辺に袂 りを入れて大きめの

つまみを作 り出している。S30の刃部は交互剥離によって作 り出され、ほぼ直線状を呈している。一

方、S31の刃部はやはり交互剥離によって作 り出されているが、内反している′点が異なっている。ま

た、狭 りのある辺の一方を尖らせるように加工しており、刺突具としての使用も考慮して作られてい

ると考えられる。

S32はサヌカイト製で、石槍の両側縁に狭りをいれたかのような形状を呈する。図の下端部が折れ

ており、これが意図的なものか破損なのかは不明である。この部分をつまみとすれば石匙と言えない

こともないが、周辺地域での類例は認められない。また、快 りの上方は一度タト狽1に張り出した後に刃

部へとつながる。刃部は交互剥離によって丁寧に作 り出されているが、先端も丸く作られ石槍として

も鋭利さに欠けているように見受けられる。こうした点から、本稿では異形石器とした。

S33はサヌカイト製の石錐である。刃部を細長く作 り出したものではなく、素材となった剥片の打

点も残っており、素材剥片の形状をある程度留めている。基部と刃部の境は不明瞭であるが、交互剥

離によって丁寧に成形されている。先端 4 mmほ どには回転動作による使用痕も明瞭に残されている。

S34～ S371まサヌカイト製の楔形石器である。1区で楔形石器としたものは12点であるが、このう

ち4点を図化した。S34・ S35は上下がつぶれており、両側縁に剪断面を持つ。S36も やはり上下が

5:
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S59

0      3 cm

ー

第 3章 溝落遺跡

つぶれているが、剪断面は

片方の狽1縁のみに認められ

る。S37は縦長の形状を呈

し、上下は潰れている。剪

断面は片方の側縁にのみ認

められ、もう一方の側縁は

折 り取られたもののようで

ある。

S38～ S60は スク レイ

パ ーである。S60が 流紋

岩製である以外は全てサ

ヌ カイ ト製である。S38

～ S44。 S47は素材となっ

た剥片の打点を残 してお

り、刃部は外反 している。

S38・ S40～ S42の刃部は

両面加工ではあるが、S38

は〒写雇冨狽1、 S40。 S421よ月Я

面側のカロエが弱い。S39・

S43～ S49は 片面加工で

あ る。 特 に S43～ S45・

S47は刃部を急な角度で加

工 している。S50は上下を

交互剥離によって丁寧に加

工 しており、一辺は剪断面

となっている。楔形石器に

分類すべきか、あるいは石

槍などの未製品かもしれな

い。S51はやや厚手の剥片

を利用しており、刃部は両

面加工でやや内反 してい

る。S52はやや大型の剥片

を用いており、刃部よりも第57図  1区出上の石器 6(S=2/3)

むしろ端辺に丁寧な交互剥離を行って木葉形の形状を作 り出している。S55の刃部は外反しており、

腹面側に角度の急な加工で作 り出されている。素材となった剥片の打点は折 り取られている。S56～

S60は大型の剥片を素材としたものである。スクレイパーよりもむしろ、他の石器の素材となる板状
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0       3 cm

ー

剥片に分類すべきものも含ま

れている可能性がある。S56

～ S59は サヌカイ ト製 で、

素材となった剥片の打点を残

し、刃部は片面加工である。

S56は厚手で、打点のある狽I

辺の背面側に急な角度の刃部

加工が施されている。S58の

背面は原礫面で、腹面側に角

度の緩やかな刃部加工が施さ

れている。S59は横長、厚手

の大型剥片で、角度の急な刃

部加工が背面側に施されてい

る。S60は流紋岩製で、分厚

い不定形剥片を素材としてい

る。刃部は打点のある側辺に

細かい両面加工を施して作 り

出している。

S61～ S74は 二次加工 の

ある剥片である。すべてサヌ

カイト製である。S61は交互

剥離によって尖頭部を作 り出

しており、石鏃か石錐の未製

品の可能性がある。背面狽1に

原礫面を残している。S62は

一辺に腹面側から鋸歯状の

加工が施されている。S63は

交互剥離によつて刃部が作 り

出されており、スクレイパー

の破片の可能性もあるが、腹

面側に研磨痕が認められる。

S66は打点を残す横長の剥片
第60図  1区出上の石器 9(S=2/3)

で、交互剥離による刃部が作り出されているが、スクレイパーとするにはやや加工が粗雑なようであ

るので、ここに含めた。S67は厚手の剥片の一辺を交互剥離によって丁寧に加工したものである。何

らかの刺突具のようでもあるが、錐にしては使用痕もなく、尖鋭度も低い。S68は打点を折り取つた

薄手の剥片の一辺に交互剥離を施している。S71は上下に若千の加工と潰れが認められることから楔
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0      3 cm

ー
第63図  1区出上の石器12(S=2/3)

形石器の可能性もあるが、左右に剪断面が認められないことから、ここに含めた。S72は全周に渡つ

て細かい剥離およびつぶれが認められる。残核とすべきかもしれない。S73は折れ面となった部分を

交互剥離によって加工していく途中で放棄されたもののようである。石匙等の未製品の可能性力Sあ る。

S75～ S77は使用痕のある剥片である。S75。 S76はサヌカイト製で、礫面を打面とする横長の剥

片を使用している。S77は流紋岩製の不定形剥片を用いたものである。

S78～ S82はサヌカイト製の石核である。S78は原礫面を打面として不定形剥片を剥離している。

S79～ S81は求心状に不定形剥片を剥離していくもので、特に S80は 円盤状になっている。S791よ

風化が著しく、剥離の前後関係が不明確である。S81は原礫面が残っており、大型の板状剥片から石
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第65図  1区出上の石器14(S=1/2)

器の素材となる剥片を剥離していった残核と考えられる。S82は長方形の平面形状を呈し、内三辺で

不定型な剥片を剥離している。打面側には原礫面が大きく残 り、また作業面側にも素材の腹面が広 く

残っていることから、有意な剥片をそれほど剥離できていない可能性が高い。

S83はサヌカイト製の敲石である。角柱状を呈し、上下は敲打によって非常によく潰れている。ま

た、側辺の角部もよく潰されており、握ると手のひらにちょうど収まるよう加工されていることがわ

かる。

S84～ S87はサヌカイト製の板状剥片である。S84は三角形状を呈し一辺を除く二辺に交互剥離が

行われており、打点は失われている。S85は長方形状を呈する。形を整えるための加工は一辺にのみ

偲
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0            5om

S95

第67図  1区出上の石器16(S=1/2)

施されており、対辺には原礫面が残っている。また打面も原礫面である。S86は背面に原礫面を残す

板状剥片である。打点は折り取られているようである。形を整えるための加工は一辺にのみ施されて

いる。S87は今回の調査で出土した最も大きな板状剥片であり、重量は1.36kgである。ほぼ四角形で、

対となる二辺に原礫面を残す分厚い剥片である。

S88はサヌカイトの原石で、重量2.86kgである。細長く板状を呈している。上下を打ち割っており、

石材採取時に試し割りをした痕跡ではないかと考えられる。

S89は粘板岩製の磨製石斧である。基部は基端に向かうほど細くなり、平面形状は定角式石斧に似

ている。しかし、石斧主面との間の稜は基端付近にしか認められない。全体に薄手で、刃部も厚みは

なく、刃は両刃で、直刃に近いがやや丸みを帯びている。鏑は認められない。使用痕跡は明瞭でないが、

基部には摩耗痕が残っている。これが加工時のものか、柄に装着した際に付いたものかは不明である。

S90～ S96イよ磨石類である。S90～ 92・ S94。 S95は砂岩製、S93。 S96は花筒岩製である。S90は整っ
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た長方体状を呈し、上下2カ 所の敲打痕と、4面に摩耗痕が認められる。S91は欠損しているが、楕

円形を呈していたと思われる。残存部分には敲打痕4カ 所、摩耗痕 2面が認められる。赤褐色を呈す

る部分があり、火を受けている可能性がある。S92も 一部欠損している。ややいびつな楕円形であるが、

敲打痕 1カ 所、摩耗痕 4面が認められる。S93は小ぶりである。摩耗痕 3面が認められ、周囲に敲打

痕が3カ 所以上認められる。S94は 凹石である。凹面とその裏面には摩耗痕も認められる。S95は 円

形の磨石である。摩耗痕は側部の 1カ 所にのみ認められる。S96はやや大きめの凹石である。凹は1カ

所だけである。

(3)1区出上の装身具 (第 68図、図版 19)

S97は蝋石製瑛状耳飾の半欠品である。非常に柔らかい蝋石を用

いている。薄手で、やや肩のはる平面形状をしており、表面には擦

痕も認められる。子しは径 1.lcm程に復元でき、頭幅 1.05cm、 切日長 1.5

cmと やや上部にあがつている。補修孔は径 0,25cm、 穿孔は両側から

行われており、錐の痕跡は明瞭である。

(4)2区出上の石器 (第 69図～第70図、図版 20)

2区からはサヌカイ ト製石器・剥片等 89点が出上している。サヌ

カイトの総重量は1,256.7gである。器種として明確なものは石鏃 4点、

楔形石器 1点、スクレイパー 3点、二次加工のある剥片 2点、使用痕

のある剥片3点、敲石 1点などがある。

S98～ S101はサヌカイト製の石鏃である。S98。 S99は 凹基鏃である。S98は快 りが浅く、調整

加工も粗雑であるが、尖端は鋭 く成形されている。S99も狭 りは浅いが、調整は丁寧である。側辺が

途中で屈曲し、平面形は五角形状を呈する。S100。 S101は平基鏃である。S100はやや縦長の二等

辺三角形を呈し、調整は丁寧に行われている。S101はやや大型 。厚手で調整もやや粗雑である。

S102～ S104はサヌカイト製のスクレイパーである。S103の刃部は直線上で両面加工によつて成

形されている。また、端辺も交互剥離によって弧状に成形されている。S104は打点を残すやや横長

の剥片を用いている。刃部加工は交互剥離による両面加工によつて成形されているが、一辺の全てに

及んでおらず、未製品の可能性もある。

S105はサヌカイト製である。厚さ3.09cmの剥片を使用しており、平面形は扇状を呈している。腹

面は原礫面である。残核とも考えられるが、弧状となった側辺が非常によく潰れていることから、こ

こでは敲石とした。

S106はサヌカイト製の石核である。平行四辺形の板状を呈し、全ての辺で不定形剥片あるいは横

長状の剥片を剥離している。図の上方にあたる三辺では、原礫面あるいは分割面を打面として剥片を

剥離しているのに対し、下方の辺では腹背面を打面として剥片剥離を行っている。

S107はサヌカイト製の板状剥片である。一見石鍬状を呈するが、使用痕等が認められないことか

ら板状剥片に含めた。背面は大部分が原礫面である。

S97
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第 3章 溝落遺跡

第 3節  まとめにかえて

1 縄文時代の溝落遺跡について

今回の調査で検出された遺構等は、縄文時代の遺物包含層、古墳時代中期の溝、時期不明のピット

である。遺物包含層は扇状地の堆積層の上に重なる二次堆積層と考えられ、縄文時代の遺構は検出さ

れなかった。しかし、限られた調査区の中で、早期から後期までの土器、石器等がある程度まとまっ

て出土することは調査前には予想されなかった。包含層の調査とはいえ、貝塚における廃棄のありか

たとどこか共通するものがあるのでは、と思われるくらい遺物の内容は多岐に及んでいる。その中で

も特に今回の調査で注目されるのがサヌカイト製板状素材などの石器類である。その出土遺物につい

て記述する前に、まず縄文時代の遺跡について今後の課題を含めて少しまとめてみたい。

溝落遺跡では現在までのところ周辺を含めて貝層は発見されていない。貝塚密集地帯である高梁川

河口沖の内海沿岸から遠く離れたこの場所では食用に適した貝類が高密度に繁殖する自然環境がな

かったと考えられる。ここから北4kmの海岸に位置する広江・浜遺跡も同じような環境に置かれてい

た。これらの遺跡も多くの貝塚と同じく、山地を背負う臨海性の縄文遺跡である。有効な食糧獲得の

手段 (漁携、狩猟、採集)があり、生活に必要な薪、木材、植物のつるなどの物資が日常的に手に入り、

海路が開けているなど当時の縄文人が求める条件が備わる場所を選んだと理解される。

さて、溝落遺跡から西に100mほ ど下ると水島灘沿岸の砂浜海岸に到達する。このあたリー帯には

古墳時代後期の上器製塩遺跡として知られる金浜遺跡があり、浄化層工事の際に多量の師楽式製塩

土器に混じって百片を超える縄文土器が出上している(1)。 その内容をおおまかに示すと、中期 (船元

正式～矢部奥田式)が多数を占め、溝落遺跡でわずかに出土した里木正式が比較的多いのは注意され

る。中期に比べ後期 (中津式、彦崎KI式など)の出土量は少ない。1地点における包含状況であるが、
全型式が溝落遺跡からも出土していることを重視し、両遺跡を合わせた範囲を海浜集落として考えて

みたい。まず、各時期の生活遺物が累積している溝落遺跡は高台に位置し、飲料水となる湧水がすぐ

近くで得られるために居住域に選ばれる時期が多かったと推測される。そして金浜遺跡は船着場があ

る海の玄関口、海辺の作業場などといったエリアと考えることも可能であろう。このような土地利用

の1つのパターンが想定される一方、先にみた里木Ⅱ式の出土傾向が示すように、時期によっては居

住を含めた諸活動が海辺を中心に営まれ、山側の利用は低調というように利用頻度のバランスには変

化があったことも予想される。これまでのところわずか2地点で遺物の出土を見たに過ぎないが、デー

タが蓄積されれば、ある程度の集落復元も成り立つかもしれない。今後の調査の進展を待ちたい。

2 縄文土器について

早期では粗大押型文土器が1片出土した。前期では羽島下層式が断片的に出上したが、後続する型

式は出上していない。中期に関しては、船元 正式から中期末の矢部奥田式 (2)ま で連続して各型式が

出土した。矢部奥田式は巻貝条痕が施されるものが主で、擬似縄文風に巻貝回転文で飾るもの、磨消

縄文で飾るものなどがある。これらは、長縄手遺跡の調査報告 (3)に よると矢部奥田式の新段階に相

当すると思われる。後期については、中津式 (新相 )、 福田K正 式、津雲A式、彦崎 KI式、彦崎 K
Ⅱ式までが出上した。福田KⅡ 式には2本沈線の磨消縄文をもつ古相と3本沈線の磨消縄文をもつ新

δ9



第 3章 溝落遺跡

相が認められる。津雲A式の出土は比較的多く、彦崎 KI式はごく少ない。広江・浜遺跡ではこの

二型式の比率が逆転した様相がうかがえる。彦崎 K正 式については、彦崎 KⅡ式とこれに先行する

津島岡大Ⅳ群 (4)に近い段階と思われるものがある。

以上、出土土器について概観したが、中期末の土器あるいは後期の諸型式の上器については近年研

究が進展しており、詳細な検討が必要と思われる。

3 サヌカイト

岡山県の瀬戸内海沿岸地域における縄文時代後期のサヌカイト流通については、先学の研究により

讃岐から板状の原材の形で持ち込まれたことが指摘されている
(5)。 本遺跡から出上した約 15 kgの サ

ヌカイトについては土器との共伴関係が不明確ではあるが、板状の原石・剥片などが含まれており、

サヌカイトの流通および石器生産技術を考えるうえで重要な資料と考えられる。

こうした視点から溝落遺跡のサヌカイト製品をみてみると、次のように板状の素材から製品を製

作するまでの各過程のものが残されていることがわかる。板状剥片 S84～ S87・ 原石 S88は讃岐か

ら持ち込まれたままの状態に近いものであろう。S88は元々板状を呈していたためであろうか、石質

を確かめるために上下をわずかに打ち割った以外はそのままの状態で持ち込まれているようである。

S106は板状剥片から剥片を剥離していく過程のよくわかる石核である。第70図の実浪1図上方にあた

る二辺で、原礫面あるいは分割面を打面とする剥片剥離類型Ш
(5)と呼ばれる方法で剥片を剥離してい

る。こうした剥片生産には砂岩製やサヌカイト製の敲石 (S83・ S90等 )が用いられたと考えられる。

特にサヌカイト製敲石については他に類例を確認できず、この地域におけるサヌカイト供給の潤沢さ

を示すものかもしれない。二次加工のある剥片の中には、S61の ような石鏃未製品と考えられるもの

や、S73の ような折れ面を交互剥離によって鋭い縁辺に加工していく過程のものなどもある。これら

の資料からさらに深く石器生産技術の検討を行う必要があるが、今後の課題としたい。

また、溝落遺跡の所在する児島西岸周辺では、これまでにも広江・浜遺跡や阿津走出遺跡から板状

剥片を含む多量のサヌカイトが出土しているが、その実態は必ずしも十分に報告されているとは言い

難い。今後は各遺跡から出上したサヌカイト製品の内容を明らかにすることとあわせて、サヌカイト

の流通及び石器生産技術を検討する必要があるだろう。

4 倉敷市玉島に産出する流紋岩の流通

溝落遺跡の石器石材としてはそのほとんどがサヌカイトであるが、流紋岩や黒曜石も認められる。

ここではサヌカイトに次ぐ量が出土している流紋岩について述べてみたい6)。 その量は611.6gと サヌ

カイトと比較すれば微々たるものではあるが、サヌカイトに席巻されたこの地域の石材事情の中で地

元石材がどのように流通したかを検討するのも無意味ではなかろうとの意図からである。

この流紋岩に関しては、広江・浜遺跡の出土例について間壁忠彦が記述している
(7)。「ち密で均質

な硬質で、灰色のチャートを思わす石質」、「縦長く剥離しやすい材質」と特徴の説明があり、「サヌ

カイトなどに劣らぬ石材」と位置づけている。また、産出地は「倉敷市沙美海岸の東方の台地上」で

あること、利用範囲は「倉敷市西部・旧玉島地区の縄文貝塚」などで「わずかながら知られて」いるが、「石

器としての使用例はあまり知られていない」ことも既に指摘している。これ以後では出土例の報告が

いくつか認められる程度である。管見の限りでは流通範囲などを具体的に検討した論考などはない。

知
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流紋岩が産出するのは倉敷市玉島黒崎

にある小原漁港南側、沙美海水浴場の東

狽1の丘陵上である。丘陵のほぼ中央に天

台宗寺院である本性院があり、その南側

山頂付近に露頭がみられたという。現在

は土砂採取によって削平されてしまって

おり、露頭を確認することはできない。

しかし、千潮時に東側の砂浜から回り込

み、崩落した崖面を探すと、土砂に混じっ

た流紋岩礫を採取することができる。ま

た、付近の集落の石垣などにも人頭大の

流紋岩が積まれていることがあり、この

付近で産出したことは間違いないであろ

う。 第71図 流紋岩産出地位置図 (S=1/25,000)

採取される礫の表面は白く風化しているが、打ち割ると緑灰色の面が現れる。l mm大の石英・長石

の粒が含まれ、断面には平行の縞模様も認められる。比較的ガラス質が強く、市内で産出する石材の

中では水晶に次いで剥片石器に適した素材といえる。ただ、実際に打ち割ってみると、堅い上にひび

割れも多く、割りにくい石であることがわかる。サヌカイトのように板状に割ることは極めて困難で

ある。

こうした材質の特徴もあってか、間壁も指摘しているように石器製品は極めて少ない。溝落遺跡で

もスクレイパー 1点 (S60)、 使用痕のある剥片1点 (S77)が確認できるのみである。市内にある他遺

跡の例を探して確認できたのは、個人コレクションの石鏃 1点を除くと、スクレイパーと石核がわず

かばかりである。第72図の石鏃は倉敦市玉島黒崎の西元浜貝塚で採集されたとされる。先端部は失

われており、残存長3.00cm、 幅 1,95 cm、 厚さ0.39cm、 重量 1,7gである。狭りの深い凹基鏃であるが、

調整加工は粗雑である。西元浜貝塚は縄文中期から後期を中心とした貝塚である(3)。 この石鏃も調整

加工などから中期から後期にかけてのものである可能性が高い。第72図の石核は倉敷市玉島黒崎の

新殿遺跡で採集されたものである。長さ8 81cm、 幅9.Ocm、 厚さ3.65cm、 重量420.6gである。裏表両

面に原礫面を残し、周縁部はかなりつぶれが著しい。剥片の剥離にあたつては、交互剥離による部分

と側面を打面として剥離した部分がある。いずれも石核に対して求心状に剥離を行っている。新殿遺

跡は流紋岩の原産地から北東に1.5kmほ どの谷間に位置する遺跡である。分布調査時にサヌカイト製

石鏃や弥生土器片 。須恵器 。亀山焼片なども採集しているが、発掘調査などは行われておらず、この

石核 (第 72図 )の属する時期については不明と言わざるをえない。

このように製品の極めて少ない石材ではあるが、流通範囲は意外と広くに及んでいる。表2は管見

の限りではあるが、玉島黒崎産流紋岩の確認できる遺跡を示したものである。中津貝塚・西元浜貝塚

など産出地にごく近い貝塚をはじめ、島地貝塚・里木貝塚など玉島周辺の貝塚からの出土例が多いの

は当然として、東は岡山市南区彦崎の彦崎貝塚 (9)、 西は笠岡市西大島の津雲貝塚 (10)で も確認されて

殉
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いる。北に向かっての分布は不明であるが、備中の沿海部と児島西岸から北岸にかけての流通範囲が

押さえられる。

剥片石器の石材としてほとんどがサヌカイトによってまかなわれているこの地域において、個々の

遺跡における出土量はサヌカイトと比較すると圧倒的に少ない。しかし、津雲貝塚における剥片 32

点という数、彦崎貝塚における石核 (相 )の出土を考慮すれば、各遺跡において流紋岩を用いた石器製

作を指向していたことは間違いなく、同地域に出土する黒曜石等とは一線を画すべきであろう。

利用された時期を考える上では、土器との共伴関係が不明なものが多いのが残念である。ただ、磯

の森貝塚の出土例から縄文前期には利用され始めたと考えられる。さらに後期の貝塚である西元浜貝

0       3 cm

―

石鏃

第72図 玉島産流紋岩を用いた石器 (S=2/3)
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遺跡名 所在地 器 種 点数 重 量 (冨 ) 備 考
彦崎貝塚 岡山市南区彦崎 石核 剥片 6 1,0620 範囲確認調査 (2005)

磯の森貝塚 倉敷市粒江 剥片 2 600 道路改修工事 (1982)

船倉貝塚 倉敷市船倉町 剥片
つ
々 413 道路建設工事 (1991)

広江・浜遺跡 倉敷市福田町広江 スクレイパー ９

， 校舎建設工事 (1966・ 1978)

溝落遺跡 倉敷市児島塩生 剥片・UF・ スクレイパー 41 6146 消防署建設工事 (2006)

里木貝塚 倉敷市船穂町船穂 スクレイパー 1 学術調査 (1969)

島地貝塚 倉敷市玉島八島 剥片 中山頼夫コレクション (表採 )

岸本貝塚 倉敷市玉島道日 剥片 中山頼夫コレクション (表採 )

西元浜貝塚 倉敷市玉島黒崎 石核 剥片 14 4999 宅地造成工事 (1990)

西元浜貝塚 倉敷市玉島黒崎 石鏃 1 宗澤節雄コレクション (表採 )

中津貝塚 倉敷市玉島黒崎 剥片・スクレイパー
中山頼夫コレクション (表採 )

宗浮節雄コレクション (表採 )

新殿遺跡 倉敷市玉島黒崎 石核 1 420.6 分布調査 (表採 )

原貝塚 笠岡市西大島 剥片
つ
つ 144 保育園造成工事 (2012)

津雲貝塚 笠岡市西大島 剥片
つ
つ 1405 宅地造成工事

穆

表2 玉島産流紋岩を出土する遺跡
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琢や中津貝塚での採集例などから縄文後期にも利用され、広江・浜遺跡出土例によつて晩期まで使用

されたことがわかる。

今後の課題としては、利用時期および流通範囲を精査することが必要である。土器との共伴関係か

ら時期のわかる例を押さえていき、利用の始まりと終わりを着実に把握すること、そして西の福山湾

岸や東の瀬戸内市周辺の貝塚における出上の有無を確認しなければならない。その上で、サヌカイト

流通圏内においてこの種石材の開発がどのような意味を持っていたのかを考えていく必要があるだろ

う。

註
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体験学習等の教材として活用しているため、現在も整理中である。整理終了後に報告を予定。

(2)矢野健一「北白川 C式平行期の瀬戸内地方の土器」『古代吉備』第 16集 古代吉備研究会 1994

(3)亀山行雄ほか「長縄手遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』189 岡山県教育委員会 2005

(4)阿部芳郎ほか「津島岡大遺跡 4」『岡山大学構内遺跡発掘調査報告』第7冊
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出土遺物観察表

出土遺物観察表

1 朝原寺跡

番号 出上位置 種 別 器  種
法 量 (cm)

色  調 胎 土 特 徴
口 径 底 (高台)径 器 高

l A区 溝 土師器 小 皿 14 鈍い黄橙色 10YR7/4 微砂粒 底部板目痕

2 A区 溝 土 師器 小 皿 浅責橙色 10YR8/4 微砂粒 底部ヘラ切 り

3 A区 溝 土師器 土鍋 灰掲色 75YR4/2 微砂粒

4 A区 土器溜まり 土師器 高台付椀 灰白色 10YR8/1 l mm砂粒

5 A区 土器溜まり 土師器 高台付椀 浅責色 25Y7/4 0 5mm砂粒 重ね焼痕

6 A区 土器溜まり 土師器 高台付椀 浅責色 25Y7/3 lmm砂粒

7 A区 土器 溜 ま り 土 師器 高台付椀 鈍い責橙色 10YR6/3 0 5mml少*立

8 A区 土器溜まり 土師器 高台付椀 鈍い責橙色 10YR7/3 0 5mml少*立

9 △区土器溜まり 土師器 高台付椀 灰黄褐色 10YR5/2 0 5mm犯少光立

△区 土器溜まり 土師器 高台付椀 鈍い責橙色 10YR7/4 0 5mm砂粒

A区 土器溜まり 土師器 高台付椀 淡責色 25Y8/3 lmm砂粒 重ね焼痕

A区 土 器 ,留 ま り 土 師器 高台付椀 浅黄色 25Y7/3 0 5mml'米立

A区 土器溜まり 土師器 高台付椀 浅責橙色 10YR8/3 0 5mm犯ナ米立 重ね焼痕

A区 土器溜まり 土師器 高台付椀 金tい黄橙色 10YR7/3 微砂粒

A区 土器,留 まり 土師器 高台付椀 鈍い責橙色 10YR7/3 0 5mm五少丼立

A区 土器1留 まり 土師器 高台付椀 鈍い黄橙色 10YR7/3 0 5mm五少丼立

A区 土器 招 ま り 土 師器 高台付椀 浅責色 25Y7/3 lmm砂粒

A区 土器溜まり 土師器 高台付椀 灰責色 25Y7/2 0 5mm狂少光立

A区 土器 ,留 まり 土師器 高台付椀 金屯いオ登色 75YR7/3 lmm砂粒 口縁部

A区 土器 ,留 まり 土師器 高台付椀 浅責色 25Y7/3 0 5mm砂粒 口縁部

A区 土器溜まり 土師器 高台付椀 浅黄橙色 10YR8/4 0 5mm砂粒 口縁部

△区 土器溜まり 土 師器 高台付椀 仄白色 25Y3/2 0 5mm五少求立 口縁部

A区 土器溜まり 土師器 高台付椀 鈍い責橙色 10YR7/3 0 5mml少 光立 口縁 言Б

A区 土器溜まり 土師器 高台付椀 (13) 灰黄色 25Y7/2 0 5frml少 光立 口縁部

A区 土器溜まり 土師器 高台付枕 (12の ttい責橙色 ЮYR6/4 0 5mm砂粒 口縁部

A区 土器溜まり 土師器 高台付椀 鈍い責橙色 10YR73 lmm砂粒

A区 土器溜まり 土 師器 高台付椀 鈍い橙色 5YR6/4 lmm砂粒

A区 土器溜まり 土師器 高台付椀 浅責橙色 10YR3/2 0 5mm砂粒

A区 土器溜まり 土師器 高台付椀 浅責色 25Y7/4 0 5mml)オ立

A区 土器溜まり 土師器 高台付椀 灰白色 10YR8/2 lmm砂粒 底部

A区 土器i留 まり 土師器 高台付椀 鈍い黄橙色 10YR7/3 微砂粒 底 部

A区 土器溜まり 土師器 高台付椀 鈍い責橙色 10YR6/4 微砂粒 底 部

A区 土器 ,留 ま り 土師器 高台付椀 鈍い責色 25Y6/3 lmm砂粒 底部

A区 土器溜まり 土師器 高台付椀 灰白色 10YR8/2 微砂粒 底部

A区 土器沼まり 土師器 高台付椀 浅黄色 25Y7/3 0 5mm砂粒 底 部

A区 土器溜まり 土師器 高台付椀 灰白色 10YR8/2 0 5mm砂粒 底部

A区 土器溜まり 土師器 高台付椀 鈍い責橙色 10YR6/4 0 5mm砂粒 底部

A区 土器溜まり 土 師器 高台付椀 浅黄橙色 10YR8/3 微砂粒 底部 重ね焼痕

△区 土器溜まり 土師器 高台付椀 淡責色 25Y8/3 0 5mm預少氷立 底 部

A区 土器溜まり 土師器 高台付椀 天白色 10YR8/2 微砂粒 底 部

A区 土器i留まり 土師器 高台付椀 鈍い責橙色 10YR7/4 0 5mm五少*立 底部

A区 土器溜まり 土師器 高台付椀 浅責橙色 10YR8/3 微砂粒 底部

△区 土器 ,留まり 土 師器 高台付椀 天白色 10YR8/2 0 5mm五少沐立 底部

A区 土器溜まり 土師器 高台付椀 天白色 10YR8/2 微砂粒 底言L

A区 土器i留 まり 土師器 高台付椀 浅責色 25Y7/3 微砂粒 底 部

A区 土器溜まり 土師器 高台付椀 (58) 浅黄色 25Y7/3 微砂粒 底部

A区 土器溜まり 土師器 高台付椀 天白色 10YR8/2 0 5mm砂粒 一氏

A区 土器溜まり 土師器 高台付椀 鈍い責橙色 10YR7/4 微砂泣 底部

A区 土器沼まり 土 師器 高台付抗 浅責色 25Y7� 0 5mml'米立 氏
=Б

A区 土器溜まり 土師器 高台付椀 天白色 25Y8/2 0 5mm砂粒 一氏

A区 土器溜まり 土師器 高台付椀 鈍い責橙色 10YR7/4 lmm砂粒 底 部

A区 土器溜まり 土師器 高台付椀 天白色 10YR8/2 微砂粒 底部

A区 土器溜まり 土師器 高台付椀 (69) 珀い責橙色 ЮYR7/4 微砂粒 底部

( )は復元値

窪



番号 出上位置 種  別 器  種
法 量 (cm)

色  調 胎 土 特  徴
口 径 底 (高台)径 器 高

A区 土器溜まり 土師器 高台付椀 天白色 10YR8/2 05mn砂粒 真言隅

A区 土器溜まり 土師器 高台付椀 浅黄橙色 10YR8/3 微砂粒 一氏

A区 土器溜まり 土師器 高台付椀 浅責橙色 10YR8/3 lmn砂粒 表言Б

A区 土器溜まり 土師器 高台付椀 灰白色 10YR8/2 0 5mll砂粒 一氏

A区 土器i留 まり 土師器 高台付椀 鈍い責橙色 10YR7/3 0 5mn砂粒 一氏

A区 土器溜まり 土BT器 高台付椀 鈍い黄橙色 10YR7/3 lmm砂粒 一氏

A区 土器溜まり 土師器 高台付椀 灰白色 10YR8/2 微砂泣 一氏

A区 土器溜まり 土師器 高台付椀 灰白色 10YR8/2 0 5mln砂粒 氏部 重ね焼痕

A区 土器溜まり 土師器 小 皿 4 鈍い責橙色 10YR7/4 0 5mm砂粒 花形

A区 土器溜まり 土師器 小 皿 (52) ユ 鈍い責橙色 10YR7/4 精良 重ね焼痕

A区 土器溜まり 土師器 小 皿 7 浅責橙色 OYR8/4 0 5mlll砂粒 完形 底部ヘラ切 り重ね焼痕

A区 土器溜まり 土師器 小 皿 4 浅黄橙色 OYR8/4 微砂粒 完形

A区 土器溜まり 土 師器 /1ヽ皿 4 浅黄橙色 OYR8/4 微砂粒

A区 土器,留 まり 土師器 小 皿 浅責橙色 OYR7/3 微砂粒 走形

A区 土器i留 まり 土師器 小 皿 浅責橙色 25Y7/4 微砂粒

△区土器
'留

まり 上師器 卜皿 灰白色 10YR8/2 微砂粒 式部ヘラ切り

A区 土器溜まり 土師器 /Jヽ皿 7 陰色 75YR6/6 0 5mm砂粒 底部ヘラ切 り

A区 土器溜まり 土師器 」ヽ皿 (90) (68) 浅責橙色 10YR8/3 微砂粒

A区 土器溜まり 土師器 卜皿 天白色 10YR8/1 0 5mn砂粒

A区 土器溜まり 上HT器 小 皿 4 淡責色 25Y8/3 微砂粒 底部ヘラ切り

A区 土器溜まり 土師器 小 皿 90 6 灰白色 10YR3/2 0 5mm砂粒 底部ヘラ切 り

A区 土器溜まり 土師器 小 皿 5 黄橙色 10YR8/5 微砂粒 完形

△区 土器溜まり 土師器 /1ヽ皿 鈍い橙色 75YR6/4 微砂粒 底部ヘラ切 り

A区 土 器溜 ま り 土師器 卜皿 (80) 浅責色 25Y7/4 微砂粒

A区 土器溜まり 土師器 卜皿 鈍い責澄色 10YR7/4 微砂粒

A区 土器溜まり 土師器 小 皿 鈍い黄橙色 10YR6/3 0 5mm砂粒 底部ヘラ切 り

A区 土器,留まり 土師器 小 皿 浅黄橙色 10YR8/4 0 5mm砂粒 底部ヘラ切 り

A区 土器
'留

まり 土師器 小 皿 天責色 25Y7/2 微砂粒

A区 土器
'留

まり 土師器 小 皿 鈍い橙色 75YR7/4 0 5mm砂粒

A区 土器溜まり 土師器 卜皿 灰白色 10YR8/2 0 5mm狂少米立 底部ヘラ切 り

A区 土器溜まり 土師器 小 皿 鈍い黄橙色 10YR7/2 0 5mm砂粒 底部ヘラ切り

A区 土器溜まり 土師器 小 皿 浅黄色± 25Y7/3 微砂粒 完形 底部ヘラ切 り

A区 土器溜まり 土師器 小 皿 天黄褐色 10YR4/2 微砂粒 完形

A区 土器 溜 ま り 土 師器 小 皿 4 珀い黄橙色 10YR7/4 lmm砂粒 完形

△区 土器溜まり 土師器 卜皿 鈍い責橙色 10YR7/4 微砂粒

A区 土器溜まり 土師器 小 皿 浅責橙色 10YR8/3 微砂粒 底部ヘラ切 り

A区 土器溜まり 土師器 小 皿 陵色 75YR6/5 微砂粒 完形 底部ヘラ切 り

△区土器溜まり 土師器 小 皿 (76) 4 鈍い責橙色 10YR7/4 微砂粒

A区 土器溜まり 土 師器 小 皿 5 浅黄色 25Y7/3 微砂粒

A区 土器溜まり 土師器 小 皿 浅責色 25Y7/4 微砂粒

A区 土器溜まり 土師器 小 皿 鈍い責橙色 10YR7麗 微砂粒

A区 土器1留 まり 土師器 小 皿 1 珀い責橙色 10YR6/4 2mm砂粒 底部ヘラ切 り

A区 土器溜まり 土師器 小 皿 (50) 0 月黄褐色 10YR7/6 imm砂粒

A区 土器,留まり 土師器 小 皿 4 浅責橙色 10YR7/3 微砂粒 底部ヘラ切 り

A区 土器溜まり 土師器 小 皿 (60) 浅黄色 25Y7/3 微砂粒 底部ヘラ切 り

A区 土器 ,留まり 土師器 小 皿 (82) (62) 浅黄橙色 10YR8/3 0 5mm覆少光立

A区 土器溜まり 土師器 小 皿 地い黄橙色 10YR7/4 0 5mm砂粒

A区 土器,留まり 土師器 小 皿 (75) (56) 6 鈍い責橙色 10YR7/2 微砂粒

A区 土器
'留

まり 土師器 小 皿 itい橙色 75YR6/4 微砂粒 底部ヘラ切り

△区 土器溜まり 土師器 小 皿 鈍い責橙色 10YR7/3 0 5mm砂粒

A区 土器溜まり 土師器 小 皿 沌い黄橙色 10YR7/3 lmm砂粒

A区 土器溜まり 土師器 小 皿 淡責色 25Y8/3 0 5mm砂粒

106 A区 土器溜まり 土師器 小 皿 (78) 地い黄橙色 10YR7麗 微砂粒 底部ヘラ切 り

A区 土器溜まり 土師器 小 皿 3 浅責橙色 10YR8/3 0 5mm砂粒 底部ヘラ切 り重ね焼痕

A区 土器溜まり 土師器 小 皿 1 天白色 10YR8/2 0 5mml'た立 重ね焼痕

A区 土器溜まり 土師器 小 皿 鈍い橙色 75YR6た lmm砂粒 底部ヘラ切 り

A区 土器溜まり 土師器 小 皿 浅黄橙色 10YR8/3 微砂粒 完形 底部ヘラ切 り

A区 土器溜まり 土師器 小 皿 l 鈍い黄橙色 10YR7/3 微砂粒

出土遺物観察表
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出土遺物観察表

番号 出上位置 種 男」 器 種
法 量 (cm)

色  調 胎 土 特 徴
口 径 底 (高台)径 器 高

2 A区 土器溜まり 土師器 小皿 l 浅責色 25Y7/3 0 5mn砂粒 底部ヘラ切り

3 A区 土器溜まり 土師器 小皿 (77) 鈍い責橙色 10YR7/4 微砂粒 底部ヘラ切り

4 A区 土器溜まり 土師器 小 皿 (80) (52) 5 鈍い責橙色 10YR7/4 lm砂粒

A区 土器溜まり 土師器 小 皿 4 灰白色 10YR8/2 05m砂粒

A区 土器溜まり 土師器 小 皿 2 橙色 75YR7/5 0 5mm狂少米立 完形 底部ヘラ切り

7 A区 土器1留 まり 土師器 小 皿 5 灰白色 10YR8/2 微砂粒 底部ヘラ切り

A区 土器溜まり 土師器 小 皿 鈍い黄橙色 10YR6た 微砂粒 完形 底部ヘラ切り

A区 土器溜まり 土師器 小 皿 鈍い責橙色 10YR7/4 微砂粒 底部ヘラ切り

A区 土器溜まり 上師器 小 皿 鈍い責橙色 10YR6/4 2mm砂粒

A区 土器
'留

まり 土師器 小 皿 鈍い橙色 75YR7/4 微砂粒

A区 土器溜まり 土師器 小 皿 浅黄橙色 10YR8/3 微砂粒 底部ヘラ切り重ね焼痕

A区 土器溜まり 土師器 杯 153 褐灰色 10YR4/1 微砂粒

A区 土器溜まり 土師器 杯 136 鈍い責橙色 10YR7/3 05mmlナオ立

A区 土器溜まり 土師器 杯 (135) 天白色 10YR8/2 05mml少米立

A区 土器溜まり 土師器 杯 天白色 10YR8/2 lmm砂粒 其部ヘラ切り

A区 土器溜まり 土師器 杯 (133) 鈍い黄橙色 10YR7/3 lmm砂粒 真部板目痕

A区 土器溜まり 土師器 杯 (127) 地い黄橙色 10YR7/3 0 5mm狂少井立

A区 土器溜まり 土師器 杯 地い責橙色 10YR7/3 微砂粒

A区 土器溜まり 土師器 皿 (52) 鈍い橙色 75YR7/4 微砂粒

A区 土器溜まり 土師器 皿 (52) 鈍い橙色 75YR7/4 lmn砂粒

A区 土器溜まり 土師器 皿 (46) 天白色 10YR8/2 lmn砂粒

A区 土器溜まり 土師器 高台付皿 (82) 鈍い黄橙色 10YR6/4 微砂粒

A区 土器溜まり 土師器 高台付皿 浅責橙色 10YR8/3 lmln砂粒

A区 土器
'留

まり 土師器 高台付 皿 (57) 鈍い責色 25Y6/3 0 5mln砂粒 底部

A区 土器溜まり 土師器 高台付皿 鈍い黄橙色 10YR6/4 0 5mn砂粒

A区 土器溜まり 土師器 脚台 ■7 浅黄色 25Y7/3 微砂粒 底部ヘラ切 り

A区 土器溜まり 土師器 脚台 鈍い責橙色 10YR7/3 微砂粒 底部ヘラ切り十ヘラ起し

A区 土器溜まり 土師器 脚台 ? 鈍い責橙色 10YR7/2 lm砂粒 底部ヘラ切り十ヘラ起し

A区 土器
'留

まり 土師器 脚台 ? 鈍い橙色 75YR7/4 微砂粒 底部ヘラ切り十ヘラ起し

A区 土器溜まり 土師器 脚台 P 鈍い黄橙色 10YR74 微砂粒 底部ヘラ切り十ヘラ起し

42 A区 土器溜まり 土師器 脚台 ? 浅責橙色 10YR8/4 lm砂粒 底部ヘラ切り+ヘ ラ起し

43 A区 土器溜まり 須恵器 こね鉢 灰色 N51 0 5nm砂粒

44 A区 土器溜まり 須恵器 一霊 灰色 N51 1硼砂粒

A区 土器溜まり 瓦 丸瓦 鈍い黄橙色 10YR7/2 141n砂粒 凹面―布目凸面―ナデ

A区 土器溜まり 瓦 平 瓦 灰色 N6/ lmm砂粒 凹面―布目凸面―無文叩き

A区 土器溜まり 瓦 平瓦 灰白色 75Y7/ 2aln砂粒 凹面―布目凸面―縄目叩き

A区 土器溜まり 瓦 平瓦 灰黄色 25Y6/2 lmln砂粒 凹面―布目凸面―縄目叩き

149 A区 土器溜まり 瓦 平瓦 明褐色 75YR5/6 0 5un砂粒 凹面―布目凸面―縄目叩き

A区 土器溜まり 瓦 平瓦 灰白色 25Y8/2 lmm砂粒 凹面―布目凸面―縄目叩き

A区 建物1 土師器 /1ヽ」と (70) 淡責色 25Y8/3 微砂粒 底部ヘラ切り

A区 建物1 土師器 /1ヽ皿 浅責橙色 10YR8/3 0 5mln砂粒 底部ヘラ切り

A区 包含層 須恵器 杯蓋 (150) 灰白色 25Y8/1 lmn砂粒

A区 包含層 須恵器 杯身 灰白色 25Y8/1 lnln砂粒 底部ヘラ切り末調整

A区 包含層 土師器 杯 (156) 明赤褐色 5YR5/8 微砂粒 丹塗り痕

A区 包含層 土師器 杯 (150) 沌い黄橙色 10YR7泡 lmn砂粒

A区 包含層 土師器 高台付沈 天白色 10YR8/2 lmn砂粒

A区 包合層 土師器 高台付抗 喪責橙色 10YR8/3 0 5mn砂泣 底部

A区 包含層 土師器 高台付抗 天白色 10YR8/2 微砂粒 底部 重ね焼痕

A区 包含層 土師器 高台付椀 (68) 天白色 25Y8/2 微砂粒 底部

A区 包含層 土師器 椀 (105) 浅黄橙色 10YR8/3 05mtnl少*立

A区 包含層 土師器 小皿 天白色 10YR8/2 0 5mn砂粒 底部ヘラ切 り

A区 包含層 土師器 小皿 (72) 弛い黄橙色 10YR74 05mml少沐立 底部ヘラ切り後ナデ

A区 包含層 土師器 小皿 地い橙色 75YR6/4 0 5mln砂粒 底部ヘラ切 り

A区 包合層 土師器 小 皿 浅責橙色 10YR8/3 微砂粒 底部ヘラ切り

166 A区 包含層 上師器 /」 皿ヽ (76) 珀い橙色 75YR6/4 0 5mml)*立

A区 包含層 上師器 卜皿 浅責橙色 10YR8/3 微砂粒

A区 包含層 土師器 小 皿 (56) 珀い黄橙色 75YR7/4 05mml少沐立 底部ヘラ切り

A区 包含層 土師器 小 皿 天白色 25Yν2 微砂粒 完形 底部ヘラ切り

( )は復元値
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番号 出上位置 種 男U 器 種
法 量 (cm)

色  調 胎 土 特 徴
口 径 底 (高台)径 器 高

A区 包含層 土師器 小 皿 (65) 地い橙色 75YR7/4 微砂粒

A区 包含層 土師器 皿 (92) 鈍い責褐色 10YR4/3 05mml少オ立

A区 包含層 土師器 脚 台 (82) 浅黄橙色 10YR8/3 lmn砂粒 底部ヘラ切り

A区 包含層 土師器 脚 台 鈍ψヽオ登色 75YR6/4 lmn砂粒 底部ヘラ切り十ヘラ起し

A区 包合層 土師器 脚台 地い橙色 75YR6/4 0 5mln砂粒 底部ヘラ切り十ヘラ起し

A区 包含層 土師器 脚台 淡黄色 25Y8/3 微砂粒

B区 土坑 2 土師器 小 皿 浅責橙色 10YR8/3 微砂粒 完形 底部ヘラ切り

B区 土坑 2 土師器 小 皿 淡責色 25Y8/4 lmm砂粒 底部ヘラ切り

B区 土坑 2 土師器 /1ヽ皿 淡責色 25Y8/3 0 5mln砂粒 完形 底部ヘラ切り

B区 土坑 2 土師器 皿 天白色 25Y8/2 0 5mn砂粒 完形 底部ヘラ切り後ナデ

B区 土坑 2 土師器 皿 (83) 天白色 25Y8/2 lmm砂粒 底部ヘラ切り後ナデ

B区 土坑 2 土師器 杯つき (92) 淡黄色 25Y3/3 lnun砂粒 底部ヘラ切り

B区 土坑 2 青磁 椀 天オリーブ色 75Y5/2 精良

B区 土坑 3 土師器 椀 掲灰色 10YR5/1 lm砂粒

B区 土坑 3 土師器 椀 (46) 浅黄橙色 75YR8/4 lmm砂粒

B区 柱穴28 上師器 高台付椀 (60) 鈍い黄橙色 10YR7/3 微砂粒 体部に粘上の継ぎ目痕

B区 柱穴28 須恵器 鉢 (243) 灰白色 5Y7/1 微砂粒 底部糸切り

B区 柱穴53 土師器 /1ヽ皿 4 鈍い責橙色 10YR7/4 微砂粒 底部ヘラ切り

B区 柱穴53 土師器 /1ヽ皿 66) 鈍い黄橙色 10YR7/3 0 5mn砂粒

B区 柱穴53 土師器 小 皿 (60) 浅黄色 25Y7/3 0 5mn砂粒 底部板目痕

B区 柱穴53 上師器 小 皿 (52) 1 灰白色 10YR8/2 lmm砂粒

B区 包含層 土師器 小 皿 7 鈍い責橙色 10YR6/4 微砂粒

B区 包含層 土師器 小 皿 3 橙色 5YR6/6 0 5mm狂少米立 丹塗り痕

B区 包合層 土師器 皿 橙色 75YR7/6 微砂粒 底部ヘラ切り

B区 包含層 土師器 椀 淡赤橙色 25YR7/4 05m砂粒

B区 包含層 瓦 平瓦 灰色 N6/ 0 5mll砂粒 凹面―ナデ凸面―斜格子目叩き

C区 溝1 土師器 小 皿 淡黄色 25Y8/4 0 5mH砂粒 底部ヘラ切り後ナデ

C区 柱穴1 土師器 小 皿 鈍い責橙色 10YR7/3 微砂粒 底部ヘラ切り

C区 柱穴 1 土師器 /1ヽ皿 (90) 鈍い責澄色 10YR6/4 微砂粒 底部ヘラ切 り

C区 包含層下層 土師器 高台付椀 (158) (74) 黒色 N15/ 微砂粒 内面黒色土器 丹塗り痕

C区 包含層下層 土師器 高台付抗 (72) 鈍い責橙色 10YR7/3 lmm砂粒

C区 包含層下層 土師器 高台付椀 (68) 灰白色 25Y8/2 微砂粒

202 C区 包含層下層 土師器 高台付椀 (66) 灰黄色 25Y7/2 lmn砂粒 底部

C区 包含層下層 土師器 高台付抗 (58) 灰白色 10YR8/2 微砂粒 底部

C区 包含層下層 上師器 高台付椀 黒色 N15/ 微砂粒 内面黒色土器 (底部)

205 C区 包含層下層 土師器 高台付皿 (92) 灰責褐色 XOYR6/2 lmln砂粒 羮部ヘラ切り

C区 包含層下層 土師器 高台付皿 152 灰黄色 25Y7氾 微砂粒

C区 包含層下層 土師器 高台付皿 ftい黄橙色 10YR7/3 lmm砂粒 其部ヘラ切り

C区 包含層下層 土師器 高台付皿 鈍い橙色 75YR7/4 lmm砂粒

C区 包含層下層 土師器 高台付皿 硲 0) 鈍い橙色 75YR7/4 05m砂粒 丹塗 り痕
210 C区 包含層下層 土師器 高台付皿 (112) 鈍い黄色 25Y6/3 微砂粒

211 C区 包含層下層 上師器 高台付皿 (104) 浅黄色 25Y7/3 lmln砂泣

C区 包含層下層 土師器 高台付皿 鈍い黄橙色 10YR6/4 0 5mn砂粒

C区 包含層下層 土師器 高台付皿 灰白色 25Y8/2 0 5mln砂粒

C区 包含層下層 土師器 高台付皿 灰白色 25Y8/2 微砂粒 呼塗り痕

C区 包含層下層 上師器 高台付皿 明褐色 75YR5/6 0 5om砂粒 底部

216 C区 包合層下層 土師器 高台付皿 鈍い責色 25Y6/3 05m砂粒 底部

C区 包含層下層 土師器 高台付皿 浅黄色 25Y7/3 微砂粒 底部

218 C区 包含層下層 土師器 高台付皿 灰黄褐色 10YR6/2 lmln砂粒 底部

C区 包含層下層 上師器 高台付椀 (68) 灰責色 25Y7/2 0 5mln砂粒 底部ヘラ切り後ナデ

C区 包含層下層 土師器 高台付椀 天白色 25Y8/2 0 5mln砂粒 底部

221 C区 包含層下層 土師器 杯 鈍い責色 25Y6/3 lmm砂粒 底部ヘラ切り後ナデ

222 C区 包含層下層 土師器 杯 (82) 燈色 75YR7/6 微砂粒 底部ヘラ切り

C区 包含層下層 上師器 杯 鈍い責橙色 10YR6/3 lm砂粒

224 C区 包含層下層 土師器 杯 営オリーブ色 5Y4/4 05m砂粒

C区 包含層下層 土師器 小 皿 (104 (69) 天白色 10YR3/2 微砂粒 底部に燃成前の穿孔 丹塗り痕

C区 包含層下層 土師器 小 皿 鈍い橙色 75YR6/4 lmm砂粒 底部ヘラ切り

227 C区 包含層下層 土師器 小 皿 珀い橙色 75YR74 0 5mln砂粒

出土遺物観察表
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出土遺物観察表

番 号 出上位置 種  別 器 種
法 量 (cm)

色  調 胎  土 特 徴
口 径 底 (高台)径 器 高

228 C区 包含層下層 土師器 小 皿 灰白色 10YR8/2 lmm砂粒 完形 底部ヘラ切り

229 C区 包含層下層 土師器 月ヽ皿 (102) 浅責色 25Y7/3 lmm砂粒 重ね焼痕

C区 包含層下層 土師器 4ヽ皿 掲灰色 10YR4/1 lmm砂粒 底部ヘラ切り

C区 包含層下層 土師器 月ヽ 皿 (108) 鈍い責橙色 10YR7/3 微砂粒

232 C区 包含層下層 土師器 小 皿 灰白色 10YR8/2 0 5mm五少光立 底部ヘラ切 り

233 C区 包含層下層 土師器 小 皿 鈍い黄橙色 10YR6/4 0 5mm五少光立 底部ヘラ切り後ナデ

C区 包含層下層 土 師器 /1ヽ 皿 鈍い橙色 75YR7/4 lmm砂粒 底部ヘラ切 り

235 C区 包含層下層 土師器 小 皿 浅責橙色 10YR8/3 lmm砂粒 底部ヘラ切り

C区 包含層下層 土師器 小皿 (100 燈色 75YR7/6 lmm砂粒 底部ヘラ切り丹塗り痕

237 C区 包含層下層 土師器 小皿 (100) 浅責色 25Y7/3 微砂粒 底部ヘラ切 り丹塗り痕

238 C区 包含層下層 土師器 小 皿 淡責色 25Y8/3 微砂粒 底部ヘラ切り

C区 包含層下層 土師器 /1ヽ Illl 天白色 10YR8/2 0 5mm石少米立 底部ヘラ切 り

C区 包含層下層 土師器 /1ヽ皿 鈍い責橙色 10YR7/2 lmm砂粒 底部ヘラ切り

C区 包含層下層 土師器 /1ヽ皿 (98) 浅責橙色 10YR3/3 lm砂粒 底部ヘラ切り丹塗り痕

242 C区 包含層下層 土師器 小皿 (100) 命tい橙色 75YR7/4 0 5mm五少光立 底部ヘラ切 り

243 C区 包含層下層 土師器 小皿 天白色 25Y8/2 0 5mm互少光立 底部ヘラ切り

C区 包含層下層 土師器 小 皿 鈍い黄橙色 10YR7/3 0 5mm石少米立 底部ヘラ切 り ?

C区 包含層下層 土師器 小皿 陵色 75YR6/6 0 5mm砂粒 底部ヘラ切り?

C区 包含層下層 土師器 小 皿 掲灰色 10YR4/1 lmm砂粒

C区 包含層下層 土師器 小皿 ¢tい黄色 25Y6/3 微砂粒

248 C区 包含層下層 土師器 小 皿 浅責色 25Y7/3 微砂粒 底部ヘラ切り

C区 包含層下層 土師器 小 皿 (90) (72) 浅黄色 25Y7/3 0 5mm石少光立

C区 包含層下層 土師器 小 皿 浅責色 25Y7/3 0 5mm砂粒 底部ヘラ切り

C区 包含層下層 土師器 小 皿 鈍い黄橙色 10YR7/3 微砂粒 完形 底部ヘラ切り

C区 包合層下層 土師器 小 皿 66) 天白色 10YR8/1 lmm砂粒 底部ヘラ切り

253 C区 包含層下層 土師器 Jヽ皿 浅責橙色 10YR8/4 精 良 底部ヘラ切り

C区 包含層下層 土師器 /1ヽ皿 浅責色 25Y7/3 0 5mm石少オ立 底部ヘラ切 り

255 C区 包含層下層 土師器 卜皿 浅責橙色 10YR8/4 05m砂粒

256 C区 包含層下層 土師器 盤 (120) 灰白色 10YR8/1 lmm砂粒

C区 包含層下層 瓦 平瓦 澄色 5YR6/6 0 5mm石少米立 凹面―布目凸面―縄目叩き

C区 包含層上層 土師器 高台付椀 (137) 天白色 25Y8/2 lmm石少氷立

259 C区 包合層上層 土師器 高台付椀 天白色 25Y8/2 微砂粒 底部

C区 包含層上層 土 師器 高台付椀 (100) 天白色 10YR8/1 0 5mm五ナ米立

C区 包含層上層 土師器 高台付皿 (100) 灰白色 10YR8/2 lmm砂粒

262 C区 包含層上層 土師器 高台付皿 (100) 天白色 25Y8/2 微砂粒

263 C区 包含層上層 土師器 高台付皿 (66) 鈍い責橙色 10YR7/3 0 5mm五少米ユ 底 部

264 C区 包含層上層 土師器 高台付皿 (102) 浅責色 25Y7/3 0 5mm砂粒

C区 包含層上層 土 師器 高台付皿 灰白色 10YR8/2 lmm砂粒

C区 包含層上層 土師器 高台付皿 浅責色 25Y7/3 微砂粒 底部ヘラ切り

C区 包含層上層 土師器 小 皿 9 灰白色 10YR8氾 微砂粒 完形 底部ヘラ切り

C区 包含層上層 土師器 小 皿 9 天白色 25Y8/2 lmm砂粒 底部ヘラ切り

C区 包含層上層 土師器 小 皿 鈍い黄褐色 10YR5/3 微砂粒

C区 包含層上層 土師器 小 皿 (86) (70) 1 淡責色 25Y8/3 lmm砂粒 底部ヘラ切 り

C区 包含層上層 土師器 小 皿 黒褐色 10YR3/2 微砂粒 底部ヘラ切り

272 C区 包含層上層 土師器 刀ヽ 皿 浅黄色 25Y7/3 0 5mm石少ホ立

C区 包含層上層 土師器 小 皿 天白色 10YR8/2 0 5mm五少沐立 底部板目痕

C区 包含層上層 土師器 小 皿 13 浅責色 25Y7/3 lmm砂泣 底部ヘラ切 り

C区 包含層上層 土師器 小 皿 天責色 25Y7/2 微砂粒 底都板目痕

276 C区 包含層上層 土師器 小 皿 灰白色 10YR7/1 0 5mm狂少オ立

277 C区 包含層上層 瓦 軒丸瓦 天色 N5/ 微砂粒

D区 溝 土師器 」ヽ皿 12 明責褐色 10YR6/6 微砂粒 底部ヘラ切り丹塗り跡

279 D区 土坑 土師器 高台付椀 (13① 淡黄色 25Y8/3 0 5mm五少丼立 底部ヘラ切 り

280 D区 土坑 土師器 高台付椀 淡責色 25Y8/8 lmm砂粒 重ね焼痕

D区 包含層 土師器 高台付皿 淡責色 25Y8/3 lmm砂粒 底部ヘラ切 り

282 D区 包含層 土師器 /1ヽ 皿 (75) 淡責色 25Y8/4 微砂粒 底部ヘラ切り

D区 包含層 土師器 /1ヽ皿 (62) 浅責色 25Y7/3 0 5mml少丼立 底部ヘラ切り

D区 包含層 土師器 小 皿 15 浅黄色 25Y7/3 微砂粒

( )は復元値
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出土遺物観察表

2.溝落遺跡 1区出土土器観察表

番号 器 種 部 位 法 量 (cm) 様
輌
楠
文
搬
程

整
輌
輌
調
搬
Ｗ

調輌
楠
色搬
卍

胎土中の
砂粒 (mm)

3 深 鉢 口縁部 器厚 10
楕円押型文

粗いナデ

t ぶい橙色 75YR6/4
ぶい橙色 75YR6/4t

10～ 30

4 深 鉢 口縁部 器厚 05
D字形爪形文 t ぶい赤褐色 75YR4/4

ぶい赤褐色 75YR4/4
`

10～ 20

5 深 鉢 口縁部 翔享 04
連続刺突文

二枚貝条痕

にぶい黄橙色 10YR6/3
にぶい黄褐色 10YR5/3

10～ 20

6 深鉢 口縁部 器厚 06
D字形爪形文

二枚貝条痕

にぶい黄橙色 10YR6/4
にぶい黄褐色 10YR5/3

10～ 20

7 深鉢 口縁部 器厚 06
D字形爪形文

二枚貝条痕後ナデ

にぶい黄褐色 10YR5/3
にぶい責褐色 10YR5/3

10以下

8 深鉢 口縁部 器厚 06
D字形爪形文

二枚貝条痕

にぶい黄褐色 10YR4/3
にぶい責橙色 10YR6/4

10^-20

9 深鉢 口縁部 器厚 06 無文
二枚貝条痕
二枚貝条痕

灰責褐色 10YR4/2

褐灰色 10YR4/1
10～ 20

10 深鉢 口縁部 器厚 06 無文
二枚貝条痕
二枚貝条痕

灰黄褐色 10YR5/2
にぶい責褐色 10YR5/4

10～ 20

11 深鉢 胴部 器厚 06 無文
二枚貝条痕

二枚貝条痕

にぶい褐色 75YR5/4
灰責褐色 10YR4/2

10～ 20

深鉢 器厚 06～ 07 無文
二枚貝条痕
二枚貝条痕

栓色 75YR6/6
褐灰色 75YR4/1

10～ 20

13 深鉢 胴部 器厚 06～ 07 無文
二枚貝条痕
二枚貝条痕

褐灰色 75YR5/1
褐灰色 75YR6/1

10～ 20

深鉢 口縁部 器厚 06～ 07
縄文 LR
口縁に縄文 LR ナ デ

褐色 75YI秘/6

褐色 75YR76
10～ 30

深鉢 口縁部 器厚 06
縄文 LR
口縁に縄文 LR ナ デ

褐色 75YR76
褐t75YR4/6

10～ 30

深 鉢 器厚 06
縄文 LR

ナ デ

褐色 75YIむ/6

褐色 75YR4/6
10～ 30

深鉢 口縁部 器厚 06
縄文 LR(口唇部含む)
口縁に縄文 LR ナ デ

橙色 75YR6/6
橙色 75YR6/6

10～ 20

深鉢 器厚 04～ 05
縄文・低い突帝上にC字形爪形文

ナ デ

にぶい黄橙色 10YR6/3

黒褐色 10YR3/1
10～ 20

深鉢 口縁部 器厚 07
縄文 RL・ 半裁竹管による平行線文

口縁に縄文 RL
灰責褐色 10YR4/2
灰責褐色 10YR4/2

■0～ 40

深鉢 胴部 器厚 07
縄文 RL・ 半裁竹管による平行線文

ナ デ

明赤褐色 5YR5/6
とこぶヤヽ赤褐色 5YR5/4

10^ヤ 20

深鉢 胴部 器厚 07
縄文 LR 沈線文

ナ デ

にぶい褐色 75YR5/4
にぶい掲色 75YR5/4

10～ 30

深鉢 口縁都 器厚 07～ 10
縄文 RL 突帯貼付けによる弧状文

ナ デ

にぶい橙色 75YR6/4
掲灰色 75YRγ l

10～ 40

深鉢 口縁部 器厚 07～ 10
縄文 RL・ 突帝貼付けによる弧状文

ナ デ

にぶい褐色 75YR5/4
黒褐色 75YR3/1

10- 40

深鉢 口縁部 器厚 07～ 10
縄文 RL・ 突帝貼付けによる弧状文

ナ デ

にぶい褐色 75YR5/4
黒褐色 75YR3/1

10～ 40

深鉢 口縁部 器厚 07～ 10
率電文 RL 突帝貝占4「ケナによる弧状文

ナデ

にぶい褐色 75YR5/4
黒褐色 75YR3/1

10～ 40

深 鉢 器厚 07～ 10
縄文 RL 突帯貼付けによる弧状文

ナデ

にぶい黄褐色 10YR5/4

褐灰色 10YR4/1
10～ 40

深鉢 器厚 07～ 10
縄文 RL 突帯貼付けによる弧状文

ナデ

にぶい褐色 75YR5/4
黒褐色 75YR3/1

10～ 40

深鉢 河同言Б 器厚 07～ 10
縄文 RL・ 突帯貼付けによる弧状文

ナデ

にぶい褐色 75YR5/4
黒褐色 75YR3/1

10～ 40

深鉢 器厚 07～ 10
縄文 RL・ 突帝貼付けによる弧状文

ナデ

にぶい掲色 75YR5麗
黒褐色 75YR3/1

10～ 40

深鉢 器厚 07～ 10
縄文 RL 突帝貼付けによる弧状文

ナ デ

にぶい褐色 75YR5/4
褐灰色 75YR4/1

10´-40

深鉢 胴 部 器厚 07～ 10
縄文 RL 突帯貼付けによる弧状文

ナ デ

にぶい橙色 75YR6/4
褐灰色 75YR4/1

LO-40

深外 胴部 器厚 07～ 10
縄文 RL・ 突帯貼付けによる弧状文

ナ デ

にぶい責褐色 10YR5々

黒掲色 10YR3/1
10´ヤ40

深鉢 胴部 器厚 06～ 07
縄文 RL

ナ デ

にぶい黄褐色 10YR5/4
にぶい黄橙色 10YR6/3

10- 40

深鉢 胴部 器厚 06
縄文 RL

ナ デ

にぶい赤掲色 5YR4/3

褐灰色 5YR4/1
10～ 30

深鉢 器厚 06
4邑)ERL

ナ デ

にぶい黄褐色 10YR5/3
にぶい責褐色 10YR5/3

10～ 30

79



出土遺物観察表

番号 器 種 部 位 法 量

支  様
上段 :外面
下段 :内面

調  整
上段 :外面
下段 :内面

調
緬
楠
色
搬
澱

胎土中の
砂粒 (mm)

深鉢 胴 部 器厚 06
縄巻縄文

ナデ

にぶい責褐色
にぶい責橙色

10YR5/3
10YR6/3

LO～ 30

深 鉢 口縁部 器厚 05～ 07
撚糸文・細密波状文・刺突文

ナ デ

にぶい褐色 75YR5/4
にぶい褐色 75YR5/4

10～ 30

深鉢 口縁部 器厚 04～ 05
条線文・沈線文

ナ デ

灰責褐色 10YR4/2
黒褐色 10YR3/1

10- 20

深 鉢 胴部 器厚 06
半裁竹管による平行文 波状文

ナ デ

明責褐色 10YR6/6
明褐色 75YR5/6

10- 40

深鉢 口縁部 器厚 06～ 08
縄文 RL・ 蛇行沈線文

ナ デ

にぶい掲色 75YR5/4
にぶい黄褐色 10YR4/3

10^ヤ 30

深鉢 口縁部 翔享06～ 08
縄文 RL 蛇行沈線文

ナデ

にぶい掲色 75YR5/4
にぶい責褐色 10YR4/3

10～ 30

深鉢

口縁部

(波状 )
～月同部

器厚 05
擬似縄文 (巻貝回転文)刺突文 巻貝条痕

巻貝条痕

にぶい赤褐色 5YR4/4
灰褐色 75YR4/2

10-30

深鉢
口縁部

(波状)
器厚 08～ 10

区画文 (刺突文)縄文 LR 巻貝条痕

巻貝条痕

にぶい褐色 75YR5/4
にぶい褐色 75YR5/4

10～ 40

深鉢 月同言Б 器厚 06～ 07
区画文 (渦巻文)・ 磨消縄文 LR

巻貝条痕

褐灰色 10YR4/1
灰黄褐色 10YR5/2

10～ 30

深鉢 月同吉Б 器厚 06
区画文・磨消縄文 巻貝条痕

巻貝条痕

灰黄褐色 10YR5/2

灰責褐色 10YR5/2
10～ 30

深鉢 胴部 器厚 06
区画文 巻貝条痕

ナデ
灰責褐色 10YR4/2

灰責掲色 10YR5/2
10～ 20

深鉢 口縁部 器厚 05
曲線文 渦巻文 巻貝条痕後ナデ

沈線の影響が残る
黄灰色 25YR4/1
にぶい責褐色 10YR5/3

10～ 40

深鉢 口縁部 器厚 06～ 07 無文
二枚貝条痕後ナデ
ニ枚貝条痕後ナデ

黒褐色 10YR3/2
にぶい責色 25YR6/3

10～ 30

深鉢 口縁部 翔享05 無文
二枚貝条痕 にぶい責褐色 10YR5/3

にぶい責色 25YR6/3
10´-40

深 鉢
口縁部

(波状)
器厚 07～ 08

2本沈線磨消縄文 RL
ナ デ

にぶい責褐色 10YR5/4
掲灰色 10YR4/1

10～ 40

深 鉢
口縁部

(波状)
器厚 07

2本沈線磨消縄文 RL
ナ デ

褐灰色 10YR4/ユ

黒褐色 文OYR3/1
10～ 40

深鉢 口縁部 器厚 06
2本沈線磨消縄文 RL

ナ デ

にぶい貢褐色 10YR4/3
にぶい黄褐色 10YR5/4

10-40

深 鉢 口縁部 器)享 06～ 07
2本沈線磨消縄文 RL 巻貝条痕後ナデ

巻貝条痕後ナデ

にぶい責褐色 10YR5/3
にぶい責褐色 10YR5/3

10以下

深鉢 口縁部 器厚 05
沈線文

ナ デ

にぶい褐t75YR5/4
にぶい黄褐色 10YR5/3

10～ 20

深鉢 口縁部 器厚 06～ 07
磨消縄文 (巻貝回転文 )

ナデ

掲灰色 10YR6/1
にぶい責橙色 10YR6/3

10～ 20

深鉢 口縁部 器厚 06
磨消縄文 LR

ナ デ

にぶい褐色 75YR5/3
灰責褐色 10YR5/2

10～ 30

深外 口縁部 器厚 06
3本沈線磨消縄文 RL・ 口唇に刻目 ミガキ

ミガキ

掲色 75YR4//3

暗褐色 75YR3/3
10～ 30

深 鉢 口縁部 器厚 05
3本沈線磨消縄文 RL ミガキ

ミガキ

にぶい赤褐色 5YR4/4
にぶい赤褐色 5YR4/3

10～ 30

深鉢 口縁部 器厚 06
3本沈線磨消縄文 RL ミガキ

ミガキ

にぶい黄褐色 10YR5/3
黒褐t10YR3/2

10-20

深鉢 口縁部 器厚 05
磨消縄文 RL ミガキ

ミガキ

にぶい責褐色 10YR5/3

褐灰色 10YR4/1
10～ 30

深鉢
口縁部

(波状)
器 )享 05～ 07

対向弧文、区画文・縄文 RL にぶい黄褐色 10YR5/3
黒褐色 10YR2/1

10～ 30

深鉢
口縁部

(波状)
器厚 05～ 06

対向弧文、区画文 軒電文 RL ミガキ 橙色 75YR6/6
橙色 75YR6/6

10～ 30

深鉢
口縁部

(波状)
器厚 05´ヤ06

対向弧文、区画文・縄文 RL ミガキ 掲色 75YR4/6
褐色 75YR4/6

LO～ 30

深鉢 口縁部 器厚 05
対向弧文・縄文 RL ミガキ

ナデ

にぶい責褐色 10YR4/3
にぶい黄褐色 10YR4/3

10～ 30

深鉢 口縁部 器厚 05
横位沈線 (区画文 ?)・ 縄文 ? 明赤褐色 5YR5/6

橙色 75YR6/6
LO～ 30

深 鉢 口縁部 器厚 06～ 07
横位沈線 (区画文 ?)・ 縄文 RL ミガキ

ナデ

にぶい責褐色 10YR5/4
にぶい黄褐色 10YR5/4

10´レ20

深 鉢 口縁部 器厚 07
横位沈線 (区画文 ?)・ 縄文 RL デ

デ

ナ

ナ

にぶい褐色 75YR5/3
褐色 75YR4/3

LO～ 20

深鉢 口縁部 器厚 06～ 07
横位沈線 (区画文 ?)縄文 RL

ナ デ

にぶい責褐色 10YR5/4
にぶい黄褐色 10YR5/4

10- 30

深 鉢 口縁部 器厚 06
横位沈線 (区画文 ?) ナデ

ナデ

赤褐色 5YR4/6
1こぶい褐色 75YR5/3

10～ 30
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出土遺物観察表

番号 器 種 部  位 法 量 (cm) 様
輌
嫡
文
搬
概

整
緬
嫡
調
即
概

調
輌
嫡
色
搬
概

慟
くｍｍ，
艦
硼

深鉢 口縁部 器厚 07～ 08
方形区画文・縄文RL ナデ

ナデ

褐色 75YR4/3
にぶい褐色 75YR5/4

■0～ 30

深鉢 口縁部 器厚 07～ 08
横位多条沈線 (方形区画文)縄文RL デ

デ

ナ

ナ

にぶい責橙色 10YR6/4
にぶい責橙色 75YR6/4

10～ 20

鎌 口縁 部 器厚 07
3本沈線磨消縄文 RL
口縁に 2本沈線磨消縄文 RL

ナデ

ミガキ

にぶい橙色 5YR6々
にぶい責橙色 10YR6/3

■0～ 20

鉢
口縁部

(波状 )
器

'享

05～ 06
3本沈線磨消縄文 RL・ 渦巻文 デ

デ

ナ

ナ

黒褐色 75YR3/1
黒褐色 75YR3/1

10-30

歿 鉢 口縁 音Б 剖享 05
2本沈線磨消縄文 RL ナデ

ミガキ

黒褐色 10YR3/1

黒褐色 10YR3/1
10～ 20

外 口縁部 器厚 05
口縁端に縄文 RL ミガキ

ナデ

灰褐色 75YR4/2
黒褐色 75YR3/1

■0～ 20

鉢 口縁部 器厚 05
口縁端に縄文 RL ミガキ

ミガキ

暗赤褐色 25YR3/3
黒褐色 10YR3/2

10～ 20

鉢
口縁～

胴部
器厚 05

口縁端と胴部に縄文 RL 条痕後ナデ

ミガキ
褐色 75YR73
にぶい黄褐色 10YR5/4

10～ 20

深鉢 口縁部 器厚 04
口縁端に縄文 RL ア^

デ

ナ

ナ

褐色 75YR4/3
にぶい責褐色 10YR73

■0～ 40

深鉢
口縁部

(波状)
器厚 05

率電)ERL
沈線・短沈線文 縄文 RL

デ

デ

ナ

ナ

黒色 10YR2/1

黒t10YR2/1
■0～ 20

深鉢
口縁言Б

(波状)
器厚 06

沈線・縄文 RL
沈線・縄文 RL

条痕後ナデ

ナデ

灰責掲色 10YR4/2

黒褐色 10YR3/1
10～ 30

深鉢 口縁部 器厚 06
沈線 縄文 RL
沈線・縄文 RL

ナデ

ナデ

灰責褐色 10YR4/2

褐灰色 10YR4/1
10～ 20

深鉢 口縁部 器厚 06～ 07
沈線 縄文 RL
沈線 縄文 RL

ナデ

ミガキ

にぶい責褐色 10YR5/3

黒褐色 10YR3/1
10～ 30

深鉢 口縁部 器厚 06
沈線 縄文 LR
沈線

ナデ

ミガキ

責褐色 25YR5/3
黒褐色 25YR3/1

10´-30

深鉢 口縁部 器厚 06
沈線・口唇部に縄文 LR
沈線 (円形刺突)。 付加条縄文末端

ナデ

ミガキ

にぶい黄褐色 10YR5/3

灰黄褐色 10YR4/2
10～ 30

深鉢
頸部～

月同音田
器厚 06

沈線 縄文 RL 減

減

摩

摩
橙色 75YR6/6
にぶい責褐色 10YR5/3

LO～ 20

深鉢
頸部～

月同吉Б
器厚 06

沈線・無節縄文 L デ

デ

ナ

ナ

褐灰色 10YR4/1

掲灰色 10YR4/1
10～ 30

深鉢 胴部 器厚 06
付加条縄文末端

ナ デ

黒褐色 75YR3/1
灰褐色 75YR4/2

10-20

深鉢 胴部 器厚 04～ 05
縄文 RL

ナ デ

灰黄褐色 10YR5/2

褐灰色 10YR4/1
10～ 20

深鉢 胴部 器厚 05
縄文 RL

摩滅

にぶい橙色 75YR6/4
にぶい黄褐色 10YR5/3

10´-20

深鉢 口縁部 器

'享

06～ 07 無文
ミガキ

ミガキ

にぶい黄褐色 10YR5/3
にぶい黄褐色 10YR5/3

■0-20

深鉢 口縁部 器厚 06 無文
ミガキ

ミガキ

にぶい褐色 75YR5/4
にぶい黄褐色 10YR5/3

■0～ 20

深鉢 口縁部 器厚 05～ 06 無文
巻貝条痕

ナデ

にぶい責橙色 10YR6麗
にぶい黄褐色 10YR5/3

10～ 40

深鉢 口縁部 器厚 08～ 09 無文・口唇部に刻目
デ

デ

ナ

ナ

褐灰t75YR5/2
にぶい橙色 75YR6�

10～ 30

深鉢 口縁部 器厚 07 無文・口唇部に刻目
条痕後ナデ

条痕後ナデ

にぶい黄橙色 10YR6/4

掲色 75YR4/3
10～ 30

深鉢
口稼 訃

(波状)
器
'享

05～ 06 無文・口唇部に刻目
条 痕後ナデ にぶ▼斉褐色 75YR5/4

褐灰色 10YR4/1
■0～ 30

深鉢 口縁部 器厚 06～ 07 無文・口唇部に刻目
条痕後ナデ にぶい褐色 75YR5/4

灰褐色 75YR4/2
■0～ 30

深鉢
口縁～

頚部
器厚 08～ 09 無文

ナ デ

にぶい責褐色 10YR5μ
にぶい黄褐色 10YR5/4

10～ 40

深 鉢 口縁部 器厚 06～ 07 無文
ナ デ にぶい掲色 75YR5/3

にぶい責褐色 10YR5/3
10～ 30

深鉢 口縁部 器厚 06～ 07 無文
条戻後ナデ 灰責褐色 10YR6/2

にぶい責褐色 10YR5/3
10～ 30

深鉢 口縁部 器厚 08～ 09 無文
条痕後ナデ にぶい責橙色 10YR6/3

にぶい責橙色 10YR6/3
10- 30

深鉢 口縁部 器厚 06～ 07 無文
ナデ

条痕後ナデ

にぶい責橙色 10YR6/3
にぶい黄橙色 10YR6/3

10～ 30

外 口縁部 器厚 05～ 07 無文
ア^

本ア

ナ

ナ

灰黄褐色 10YR5/2

灰黄掲色 10YR5/2
10～ 20

鉢 口縁部 器厚 06～ 07 無文
ぉア

デ

ナ

ナ

にぶい責褐色 10YR5/3
にぶい責褐色 10YR5/3

10～ 20
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出土遺物観察表

番号 器  種 部 位 法 量 (cm) 様
揃
輌
文
鰍
祀

整
揃
繭
調
螺
卍

調
輌
嫡
色
搬
概

胎土中の
砂粒 (mm)

鉢 口縁部 器厚 05～ 06 無文
条痕後ナデ

ナデ

にぶい黄褐色 10YR5/3
にぶい責褐色 10YR5/3

10～ 20

鉢 口縁部 器厚 06～ 07 無文
デ

デ

ナ

ナ

灰褐色 75YR4/2
灰褐色 75YR4/2

■0～ 20

鉢
口縁部
～底部

口径 (246)

器高 (96)

底径 42
器厚 05～ 06

無文
ナデ

ナデ

黒褐色 75YR3/1
黒褐色 75YR3/1

10～ 20

鉢
口縁部

(波状)
器)享 08～ 09 無文

条痕後ナデ

条痕後ナデ

褐灰色 10YR4/1

暗灰責色 25Y4/2
10～ 30

鉢 口縁部 器

'享

06-07 無文
条痕後ナデ

ナデ

にぶい責褐色 10YR5/4
にぶい責褐色 10YR5/4

LO～ 50

鉢 口縁部 器厚 05 無文
ナデ

ナデ

にぶい責褐色 10YR5/3
褐灰色 10YRγ l

10～ 20

鉢 口縁部 器厚 06～ 07 無 文
減

デ

摩

ナ

褐色 75YR4/3
褐色 75YR4/3

LO～ 30

鉢 口縁部 器厚 07～ 08 無文
デ

デ

ナ

ナ

灰責褐色 10YR4/2
灰黄褐色 10YR4/2

10^ヤ 30

鉢
口縁部
～月同言ド

器

'享

05～ 07 無文
条痕後ナデ

ナデ

にぶい黄褐色 10YR5/3
黒褐色 10YR3/2

10- 20

深 鉢 口縁部 器

'享

06～ 08 無文
デ

デ

ナ

ナ

灰責褐色 10YR4/2
褐灰色 10YR4/1

10 - 40

深鉢 口縁部 器厚 06 無文
条痕後ナデ

ナデ

黒褐色 10YR3/1
にぶい責褐色 10YR5/3

10～ 20

深鉢 口縁部 器厚 05～ 06 無文
条痕後ナデ

ナデ
灰黄褐色 10YR4/2
にぶい黄褐色 10YR5/3

10～ 20

深 鉢
口縁部

(波状)
器厚 05～ 07 無文

デ

デ

ナ

ナ

黒掲色 10YR3/1

黒褐色 10YR3/1
10-‐ 30

117 深鉢 口縁部 器厚 07～ 08 無文
デ

デ

ナ

ナ

責褐色 25Y5/3
暗灰黄色 25YR4/2

10～ 30

深鉢 口縁部 器厚 09 無文
ア^

デ

ナ

ナ

にぶい黄褐色 10YR5/3

灰責褐色 ЮYR5/2
10～ 30

深鉢 口縁部 器厚 06～ 07 無文
デ

デ

ナ

ナ

灰黄褐色

灰責褐色

OYR4/2
0YR4/2

10～ 30

深鉢 口縁部 器厚 08 無文
デ

デ

ナ

ナ

灰黄褐色 10YR4/2

褐灰色 10YR4/1
10～ 30

深鉢 底 部
底径 (60)

器厚 07～ 08
撚糸文

ナ デ

にぶい責褐色 10YR5/4
にぶい責橙色 10YR6/4

LO～ 30

深鉢 底部
底径 (60)

器厚 07～ 08
撚糸文

ナ デ

にぶい責褐色 10YR5麗
にぶい責橙色 10YR6/4

10～ 30

深鉢 底部
底径 52
器厚 06～ 07

縄文 LR
ナ デ

にぶい責褐色 10YR4/3
にぶい黄褐色 10YRγ 3

10～ 30

深鉢 底部 底径 84
ア^

デ

ナ

ナ

灰黄掲色 10YR5/2
灰責褐色 10YR5/2

10～ 40

深鉢 底部 底径 文00
デ

デ

ナ

ナ

にぶい責褐色 10YR5/3

灰黄褐色 10YR5/2
10～ 30

深鉢 底 部
底径 (125)

器厚 09
摩減

ナデ

褐色 75YRγ 4
褐色 75YR74

10～ 30
砂粒多し

深鉢 底 部
底径 110
器厚 08

条痕後ナデ
ナデ

にぶい褐色 75YR5/3
にぶい橙色 75YR6/4

10～ 50

深 鉢 底 部
底径 52
器厚 05～ 06

摩滅
ナデ

赤掲色 5YR4/6
褐灰色 10YR4/1

10～ 30

129 鉢 ? 底部
底径 45
器厚 06～ 07

ナデ
摩滅

灰責色 25Y6/2
責灰色 25Y4/1

10～ 30

鉢 ? 底部
底径 80
器厚 05～ 06

摩滅
摩滅

赤掲色 5YR4/6
掲色 75YRγ 3

10～ 30

土製品 ?
長さ68
中目32
高さ16～ 33

摩 滅
明責褐色 10YR6/6 10～ 20
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出土遺物観察表

3.清落遺跡 2区出土土器観察表

番 号 器 種 部  位 法 量 (cm) 様
知
嫡
支
搬
科

整
輌
輌
調
難
卍

調
輛
楠
色
攣
租

胎土中の
砂粒 (mm)

縄文土器

深鉢
口縁部 器厚 06～ 07 無文・口唇部に刻目

摩滅

条痕後ナデ

|こぶ▼ヽ赤掲色 5YR5/4
にぶい黄褐色 10YR5/3

10～ 30

縄文土器

深鉢
口縁部 器厚 05

沈線 (区画文 ?)・ 付加条縄文末端 デ

デ

ナ

ナ

にぶい責橙色 10YR6/3
にぶい黄掲色 10YR5/3

10～ 20

土師器

小形丸底壷
口縁部 口径 (112)

摩滅

摩滅

橙色 5YR6/6
橙色 75YR6/6

10～ 20

土師器

小形丸底壷
口縁 言焉

ヨコナデ

ヨコナデ

明赤褐色 5YR5/6
明赤褐色 5YR5/6

10-20

136 土師器 口縁部
減

減

摩

摩
褐灰色 10YR5/1
灰責褐色 10YR6/2

10～ 20

土師器

高杯
杯 部 ロイ垂 (201)

摩滅

摩減

にぶい責橙色 10YR6/3
にぶい黄橙色 10YR6/4

10～ 20

土師器

高杯
脚 部 3方向に円形透かし

ハケメ

ヘラケズリ

にぶい黄橙色 10YR6/4
にぶい橙色 75YR7/4

10´-30

土師器
高杯

脚端部を

久く
口径 (144)

杯部内面ハケメ後ヨヨナデ

脚部内面ヘラケズリ

にぶい橙色 75YR6麗
にぶい橙色 75YR6麗

10～ 20

製塩土器 脚 部 底径 45
指頭押圧・ナデ

ナデ

にぶい赤褐色 25YR5/3
にぶい赤褐色 25YR5/3

10～ 20

製塩土器
体部
～ 脚 駅

底径
体部外面平行タタキ

脚部外面指頭押圧・ナデ

にぶい責橙色 10YR7/3
にぶい責橙色 10YR7/3

■0～ 20

4.溝落遺跡 石器組成表 (サヌカイト)

地  区

石
　
鏃

石
　
匙

異
形
石
器

石
　
錐

楔
形
石
器

ス
ク
レ
イ
パ
ー

加
工
痕
剥
片

使
用
痕
剥
片

剥
　
片

砕
　
片

石
　
核

敲
　
石

板
状
剥
片

原
　
石
計

総
重
量
ぐｇヶ

確認調査
トレンチ 6 2 1 1 50 56 ８つ

々
盗
υ

トレンチ 7 1 1 20 つ
々
つ
々 2743

1 区 つ
々

つ
け 1 1

９

μ

つ
々
つ
々 18 6 698 l 6 1 4 1 796 13,156.2

2 区 4 1
つ
０

つ
０

，
イ 1 1 1 89 1,2567

不  明 1 1 07

計 30 つ
υ 1 1 13 26 ９

″

つ
々 841 l 7

つ
々 1 964 15050,7

5.溝落遺跡 石器組成表 (その他の石材 )

石 材 流紋岩 黒曜石 粘板岩 砂岩 花筒岩

地  区

石
　
鏃

ス
ク
レ
イ
パ
ー

使
用
痕
剥
片

剥

　

片

石
核

・
原
礫

計

総
重
量
ぐｇヶ

剥

　

片

総
重
量
くｇヶ

石

斧

磨
石
類

磨
石
類

確認調査
トレンチ 6 つ

る 2 ●
イ

トレンチ 7 1 1

1   5こ 1 1 1
０
じ 38 611.4 2 54 1 5

つ
々

2 区
計 1 1 1 34 41 6146 つ

々 54 1 5 2
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出土遺物観察表

6.溝落遺跡 石器計測表

番号 調査区 器 種 石 粉 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 重量 (g)
整理

番号

トレンチ7 石鏃 サヌカイト (169)

トレンチ6 石鏃 サヌカイト 252 (021)

トレンチ6 石鏃 サヌカイト 203 049

トレンチ6 スクレイパー サヌカイト 604 598

トレンチ6 加工痕剥片 サヌカイト

トレンチ6 加工痕剥片 サヌカイト 211 180

トレンチ6 使用痕剥片 サヌカイト 739 223

トレンチ7 使用痕剥片 サヌカイト 292 047

1区 石鏃 サヌカイ ト 7

1区 石鏃 サヌカイ ト 166 3

l区 石鏃 サヌカイト 217 039 2

区 石鏃 サヌカイト 277 204 l

l区 石鏃 サヌカイト (229) 035 6

区 君 鏃 サヌカイト (198) 208 028 5

S12 区 石鏃 サヌカイト 024

1区 石鏃 サヌカイト 207

区 石鏃 サヌカイト 038

S15 1区 石鏃 流紋岩 (248) 036

区 石鏃 サヌカイト 277 4

1区 石鏃 サヌカイト (137) 036 9

1区 石鉄 サヌカイト (211) 230 042

S文9 区 石鏃 サヌカイト (234) 029

1区 石鏃 サヌカイト (160) (151)

S21 区 石鏃 サヌカイト 102 031

S22 区 石鏃 サヌカイト 314 033 11 9

S23 区 石鏃 サヌカイト 6

S24 l区 石鏃 サヌカイト 032 5

S25 区 石鏃 サヌカイト (258) 206 8

S26 区 石鏃 サヌカイト 037

区 石鏃 サヌカイト (164) 025

1区 石鏃 サヌカイト (184) (134) 029

区 石匙 サヌカイト 094

区 石匙 サヌカイト 245

S31 区 石匙 サヌカイト 736

1区 異形石器 サヌカイト (719) 249 l■3

区 石錐 サヌカイト 475

1区 楔形石器 サヌカイト 289 253

S35 区 楔形石器 サヌカイト 194 100

S36 区 楔形石器 サヌカイト 222 083

区 楔形石器 サヌカイト 054

1区 楔形石器 サヌカイト 130 268 120

区 楔形石器 サヌカイト 324 152

1区 楔形石器 サヌカイト 312

区 楔形石器 サヌカイト 228

l区 楔形石器 サヌカイト 084

区 楔形石器 サヌカイト 385 249 074

区 楔形石器 サヌカイト 267 267 127

区 楔形石器 サヌカイト 293 073

S38 1区 スクレイパー サヌカイト 599 104

区 スクレイパー サヌカイト 620

区 スクレイパー サヌカイト 432 792 243

l区 スクレイパー サヌカイト 802 078 212

S42 区 スクレイパー サヌカイト 876 060 271

区 スクレイパー サヌカイト 809

S44 区 スクレイパー サヌカイト 366 502 162

S45 区 スクレイパー サヌカイト 402 077

S46 区 スクレイパー サヌカイト 309 528 070

()内は残存値
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出土遺物観祭表

番号 調査区 器 種 石 材 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 重量 (g)
理

号

整

番

区 スクレイパー サヌカイ ト 370 552

区 スクレイパー サヌカイト 4 9 062

区 スクレイパー サヌカイト 4 369 076

S50 区 スクレイパー サヌカイト 4 224

区 スクレイパー サヌカイト 9

S52 区 スクレイパー サヌカイ ト 807 422

S53 区 スクレイパー サヌカイ ト 278 (365)

S54 区 スクレイパー サヌカイト 062

S55 区 スクレイパー サヌカイト 712

S56 区 スクレイパー サヌカイト 592

S57 区 スクレイパー サヌカイト 567 776

S58 区 スクレイパー サヌカイト

S59 区 スクレイパー サヌカイ ト 663 1483 198 1778

S60 区 スクレイタヾ― 流紋岩 1021 228

区 加工痕剥片 サヌカイト 055

S62 区 加工痕剥片 サヌカイト 199 345 042

S63 区 加工痕剥片 サヌカイト 437 082

区 加工痕剥片 サヌカイト 568 497 087

S65 区 加工痕剥片 サヌカイト

S66 区 加工痕剥片 サヌカイ ト 809

区 加工痕剥片 サヌカイト 888 174

S68 区 加工痕剥片 サヌカイト

S69 区 加工痕剥片 サヌカイト 765 250 086

区 加工痕剥片 サヌカイト 467

区 加工痕剥片 サヌカイ ト 078

S72 区 加工痕剥片 サヌカイト 388

S73 区 加工痕剥片 サヌカイト 663 081

1区 加工痕剥片 サヌカイ ト 732

l区 加工痕剥片 サヌカイト 278

1区 加工痕剥片 サヌカイト 357 380 071

1区 加工痕剥片 サヌカイト 199

1区 加工痕剥片 サヌカイ ト 344 255 068

S75 1区 使用痕剥片 サヌカイト 233

S76 1区 使用痕剥片 サヌカイト 386 562 178 281

S77 1区 使用痕剥片 流紋岩 279

1区 使用痕剥片 サヌカイト 290

1区 使用痕剥片 サヌカイト 123 5

1区 使用痕剥片 サヌカイト 382 318

1区 使用痕剥片 サヌカイ ト 311

1区 使用痕剥片 サヌカイト

S78 1区 石核 サヌカイト 285 1041

S79 1区 石核 サヌカイト 515 556

1区 石核 サヌカイト 582 723 208

1区 石核 サヌカイト 795

S82 1区 石核 サヌカイト 845 902

1区 石核 サヌカイト

1区 敲石 サヌカイト 536

1区 板状剥片 サヌカイト 1488 158 2659

S85 1区 板状ユ1片 サヌカイト

1区 板状剥片 サヌカイト 1775 208 104

S87 1区 板状剥片 サヌカイト 1782

S88 1区 原石 サヌカイ ト 2910 605 28600

1区 石斧 粘板岩 1173

1区 磨石 砂岩 655 5575

1区 磨石 砂岩 (711) 2662

S92 1区 磨石 砂岩 804 (639) 3746

1区 磨石 花尚岩 543 993

1区 四石 砂 岩 4313

()内 は残存値
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出土遺物観察表

番号 調査区 器 種 石 材 最大長 (cm) 最大幅 (cm) 最大厚 (cm) 重量 (g)
理

号

整

番

1区 磨 石 砂岩 824 359

1区 凹石 花商岩 1315 94

2区 石鏃 サヌカイト 275 (163)

S99 2区 石鏃 サヌカイト 032 8

S100 2区 石鏃 サヌカイト 168 133 026

2区 石鏃 サヌカイト 067

2区 楔形石器 サヌカイト 105

S102 2区 スクレイパー サヌカイト 534

S103 2区 スクレイパー サヌカイト 787

S104 2区 スクレイパー サヌカイト 555 574

2区 加工痕剥片 サヌカイト 566 208 604

2区 加工痕剥片 サヌカイト 707 426

2区 使用痕剥片 サヌカイト 383 375 116

2区 使用痕剥片 サヌカイト 250 065

S105 2区 敲石 サヌカイト 774 795 309 2195

S106 2区 石核 サヌカイト 223 2299

S107 2区 板状剥片 サヌカイト 676 209 1746

不  明 石鏃 サヌカイト (134) 030

()内は残存値
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朝原寺跡 図版 1

調査地遠景

(中央右山裾 )

2A区 全景 (西から)

A区石列と土器溜まり
(西から)
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図版 2 朝原寺跡
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A区土器溜まり
検出状況 (南から)

2B区 全景 (南から)

B区土坑 2断面
(南から)



朝原寺跡  図版 3
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B区土坑 3断面
(南から)

2B区 東壁断面 (西から)

C区遺構検出状況
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図版 4 朝原寺跡
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2 D区遺構検出状況
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3 D区土坑検出状況



朝原寺跡 出土遺物 (1) 図版 5
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図版 6 朝原寺跡 出土遺物 (2)



朝原寺跡 出土遺物 (3) 図版 7
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図版 8  朝原寺跡 出土遺物 (4)
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朝原寺跡 出土遺物 (5) 図版 9



図版 10 清落遺跡
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1調査区遠景 (南東から)

2調査区全景 (東から)
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3溝検出状況 (北から)
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溝落遺跡  図版 11
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図版 12 溝落遺跡 出上遺物 (1)



溝落遺跡 出土遺物 (2)図 版 13



図版 14 清落遺跡 出土遺物 (3)



清落遺跡 出土遺物 (4) 図版 15



図版 16 溝落遺跡 出土遺物 (5)
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清落遺跡 出土遺物 (6) 図版 17



図版 18 溝落遺跡 出土遺物 (7)



溝落遺跡 出土遺物 (8)図 版 19
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図版 20 清落遺跡 出土遺物 (9)
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